
０１  
題 材 名 「正の数・負の数 ０より小さい数」 （第１時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 正
せ い

の 数
す う

、負
ふ

の 数
す う

、正
せ い

の 符号
ふ ご う

、負
ふ

の 符号
ふ ご う

、＋
プラス

、 －
マイナス

、自然数
し ぜ ん す う
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＊１年間の授業のガイダンスをする。 

 授業の指導方針、授業を受ける時のルール、持ち物、ノートの 

 取り方など。 

 

【めあて】 「－」のついた数を理解する 

①◎身の回りの数で、「＋」や「－」のついた数をみつけて発表す 

る。例 気温、前日との温度の差、ゴルフのスコア、海の深さ 

 

② P.12「ひろげよう」を読ませる。 

 ・温度計で、０℃より低い温度には、記号「－」を使い、「マイナ 

ス」と読むことをいう。 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１、２を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

 

③０より小さい数や大きい数の表し方を学習する。 

●ワークシートの３を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。  

  

④これからは、数の中に負の数もふくめることをいい、整数の確 

認をする。 

 ●ワークシートの４を解かせる。 

 

⑤P.14「ひろげよう」を読ませ、数直線について説明する。 

 ●ワークシートの５，６を解かせる。 

 

 

＊P.15 の練習問題は宿題にする。次回は、正の数や負の数で量を表

す学習をすることを予告をする。 

 

 

【振り返り】 

０より小さい数の表し方があることや数の世界がひろがったこと

を確認する。 

・授業のノートの取り方（日付、め

あてを書く。すき間をあける。途

中式や考え方もていねいに書く

など）を指導する。（プリントを

作っておくとよい。） 

 

 

 

・温度計を利用して説明する場合に 

は、華氏を使用している地域は配 

慮が必要である。 

 

・「＋」や「－」は、今まで使って 

いた演算記号とは異なることや、 

読み方は「たす」や「ひく」では 

ないことに注意させる。 

・０は、正の数でも負の数でもない。 

 

・自然数には、０はふくまれないこ 

とを強調する。 

 

 

・黒板やボードに貼れるような数直 

線を準備できると便利である。 

 

・生徒が前に出て答えるときに、カ

ラーマグネットを数直線の上に置

かせるとよい。 
 

評価のめやす 

正の数、負の数について理解し、

数直線上で表現できる。 

【技能・理解】 

指導のポイント 

・０より小さい数があることとその表し方を理解し、数直線上でイメージできるようにする。 

数学的活動のポイント 

・身のまわりの符号のついた数やワークシートの解答を発表したり説明したりする活動 

用意するもの 

・社会科の地図帳があれば持参するよう伝える。 

①知識・技能 ◎「－」のついた数を理解することができる。 

②思考・判断・表現力 正の数と負の数を具体的な場面で活用することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 



②０を基準としている。 

数直線 

数直線上で、０より大きい数は０の右側だから、 

数直線を左側にのばせば、０より小さい数を 

数直線上に表すことができる。 

 

 

 

０１ 
題 材 名 「正の数・負の数 ０より小さい数」 （第１時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 正
せ い

の 数
す う

、負
ふ

の 数
す う

、正
せ い

の 符号
ふ ご う

、負
ふ

の 符号
ふ ご う

、＋
プラス

、 －
マイナス

、自然数
し ぜ ん す う

  

領 域 等 Ａ 数と式 

 

 

 

板 書 例  

 

  月   日  １ ０より小さい数 （１／１７） 

         これからは、数といえば負の数もふくめて考える。 

                           

                          【整数の図】 

 

ワークシート１、２の解答          

                          ☆正の整数のことを自然数という。 

                           ※０は自然数ではない。 

（正の数でも負の数でもないから） 

 

                          ワークシート４の解答 

 

 ワークシート３の解答                

 

 

 

 

 

                           

ワークシート５，６の解答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次時の予告 

「正の数・負の数で量を表すこと」を学習します。 

 

①知識・技能 ◎「－」のついた数を理解することができる。 

②思考・判断・表現力 正の数と負の数を具体的な場面で活用することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 

②０より小さい数には、 

「－」をつけて表す 

③普段は、正の数の

「＋」は省略されて

いることが多い。 

③足し算の「たす」、引き算の 

「ひく」とは異なることに 

注意させる。読み方も異なる。 

⑤あらかじめ数直線は準備 

しておくとよい。 

⑤５の解答は、生徒にカラーマグ

ネットを置かせるとよい。 

０より６小さい数を「－」の記号を使って 

「－６」と表し、「マイナス６と読む。 

０より小さい数 → 負の数 

０より大きい数 → 正の数 

※０は、正の数でも負の数でもない。 

正の数に「＋」の記号をつけて表すこともある。 

「２」を「＋２」と表し、「プラス２」と読む。 

 

「＋」を正の符号、「－」を負の符号という。 

④０はふくまない

ことに注意させる。 



０２  

題 材 名 「正の数・負の数 正の数・負の数で量を表すこと」 （第２時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号   

領 域 等 Ａ 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 
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＊P.15「ひろげよう」を読ませる。 

 「－９７８０ｍ」が何を意味しているか考え発表させる。 

①反対の性質をもつと考えられる量は、正の数と負の数を用いて 

表すことができることを説明する。 

 ・例１と例２を説明する。 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせする。 

 

②例３を使って、ある量を考えるときに、「基準」を決めて、それ 

からの増減や過不足などを、正の数、負の数で表すこともあるこ 

とを説明する。 

◎身の周りで使われている正負の数の基準は何か考え発表させる。 

●ワークシート２を解かせる。 

・解説しながら、答え合わせする。 

 

③反対の性質をもつ量を負の数で表すと、１つのことばだけで表す 

ことができることを説明する。 

  例 ５個少ない → －５個多い 

●ワークシート３を解かせる。 

・解説しながら、答え合わせする。 

 

＊次時は、「絶対値と数の大小」について学習することを予告する。 

【めあて】反対の性質をもつ量や基準を決めたときの量の表し方 

を理解する。 

【振り返り】反対の性質を表すときや、基準より大きいか小さい 

かを表すときに、正の数や負の数を使って表せる。 

・社会科の地図帳を利用して、位置 

を確認させる。他にも負の数を使 

っている場所がないか確認させ 

るとよい。 

 

 

 

・対義語「収入」⇔「支出」 

 「利益」⇔「損失」等の確認を 

 する。 

 

 

 

・基準との増減等のどちらを正の数

で表すか決めておく必要がある。 

・天気予報の前日との気温差やゴル

フのスコア等、基準は必ずしも０で

はないことを確認する。 

 

 
 

評価のめやす 

反対の意味や基準との過不足を

正の数、負の数を使って表すこ

とができる。  

【技能・理解】 

指導のポイント 

・反対の性質を表すときに、正の数や負の数が利用できるようにする。 

・「基準」になる値を決めて、増減や過不足を正の数や負の数で表すことができるようにする。 

数学的活動のポイント 

・身のまわりで使われている負の数は、何を基準としているのか考えて発表する。 

①知識・技能 ◎反対の性質をもつ量や基準を決めたときの量の表し方が理解できる。 

②思考・判断・表現力 正の数と負の数を具体的な場面で活用することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 



①前時に学習した正負の数

は、０より大きいか小さい

かで、反対の性質をもつ。 

０２ 

題 材 名 「正の数・負の数 正の数・負の数で量を表すこと」 （第２時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号   

領 域 等 Ａ 数と式 

 
 
板 書 例       

 

  月   日   ２ 正の数・負の数で量を表す   （２／１７） 

 

☆反対の性質をもつと考えられる量は、正の数    ☆ある量を考えるとき、「基準」を決めて、その増減 

 負の数を使って表すことができる。         や過不足などを、正の数や負の数で表すこともある。 

 

例１ 5000 円の収入  →  ＋5000 円       例３ 目標の１０得点を「基準」とすると 

        ↓反対の意味↓             １６得点 → 目標より６点多い → ＋６得点 

   4000円の支出   →  －4000円             ７得点 → 目標より３点少ない → －３得点 

                          

例２ 現在から４年後 →  ＋４年        ●ワークシート２の解答 

         ↓    ↓ 

   現在から２年前 →  －２年        ☆反対の性質をもつ量を負の数を使って表すと、 

                          その一方のことばだけで表すことができる。 

●ワークシート１の解答               例 ５個少ない → －５個多い 

                            ※「多い」ということばだけで表せる。 

 

                         ●ワークシート３の解答 

 
 
 
 

 

 

 

 

次時の予告 

 「絶対値と数の大小」を学習します。 

 

 

①知識・技能 ◎反対の性質をもつ量や基準を決めたときの量の表し方が理解できる。 

②思考・判断・表現力 正の数と負の数を具体的な場面で活用することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 

①「収入」と「支出」が、

反対の意味になっている 

ことを確認する。 

②何を「基準」として、 

正負の数を表すかが 

ポイントである。 

①「現在から後」と「現在から

前」が、反対の意味になってい

ることを確認する。 

③符号を変えると、意味が反対

になることに着目させる。 



０３  
題 材 名 「正の数・負の数 絶対値と数の大小」 （第３時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 絶対値
ぜ っ た い ち

、＞、＜ 

領 域 等 Ａ 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 
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＊数直線の復習をする。 
 ・右にいくほど大きくなる。 
 ・負の数は０より左側にのばして表す。 
【めあて】 絶対値を理解する。数の大小を判断し、不等号を 

使った表し方を理解する 
①P.１７「ひろげよう」を読ませ、「符号を変える」という意味、 
 絶対値、０の絶対値は０であることを確認する。 

例１を説明する。 
●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 
 ・解説しながら、答え合わせをする。 
②数の大小について説明する。 
◎不等号だけを解答欄に書くのはなぜいけないのか考える。 
●ワークシートの２、３を解かせる。 
 ・解説しながら、答え合わせをする。 
③３つの数の大小を不等号を使って表す方法を説明する。 
◎なぜ順番を入れ替えなければいけないのか考えさせる 
 
④数直線を使って、ある数より大きい数、小さい数を求める。 
●ワークシートの４を解かせる。 
 ・解説しながら、答え合わせをする。 
【振り返り】絶対値は、数直線上で０からの距離を表す数である。    
数の大小を確認して不等号で表すときに気をつけることは何か。 
数直線を使っていろいろな数を求められるか。 

 
＊P.20 の練習問題は宿題とする。 

次時は、「正の数・負の数の計算」を学習することを伝える。 

 
 
 
 
 
・数直線を提示して説明する。 
・もとの数と絶対値を「＝」で 

つながないように注意する。 
 
・正の数、０、負の数は、数直線上 

でどこにあるか確認させる。 
・問題の中に不等号を書き入れた 
り、不等号だけを解答欄に書いた 
りしてはいけないことを強調。 

・数直線上の並びに書き直すことを 
強調する。 

・数直線上で、左右のどちらに進め 
ばよいかを考えさせる。 

・符号が変わると意味が反対になる 
ことを思い出させる。 

 

評価のめやす 
・絶対値を理解している。 
・数の大小を不等号を使って表

すことができる。 
・数直線を使って、ある数より

大きい数、小さい数を求めるこ

とができる。 【技能・理解】 

指導のポイント 
・あらかじめ数直線を提示できるよう用意しておく。 
・絶対値は、符号をとった数と考えられるが、０には符号がないので正式な説明ではない。 
・３つの数の大小は小さい順（大きい順）に並べ替えて、不等号の向きをそろえさせる。 
 ※順番を並べ替えることもあるので、解答欄に不等号だけを書いてしまうと意味が正しく伝わらなくなる。 
数学的活動のポイント 
・絶対値は、もとの数の符号をとった数といえないのはどのような場合か考えて発表させる。 
・２数の大小を確認する問題で、不等号だけ答えてはいけないことのはなぜか考えて発表させる。 
・３つの数の大小を答えるときに、小さい順（大きい順）に並べ変えなければいけないのはなぜか考えて 
 発表させる。 
用意するもの 

①知識・技能 ◎数直線や絶対値を利用して数の大小を判断し、大小関係の表し方が理解できる。 

②思考・判断・表現力 正の数と負の数を具体的な場面で活用することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 



０３  
題 材 名 「正の数・負の数 絶対値と数の大小」 （第３時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 絶対値
ぜ っ た い ち

、＞、＜ 

領 域 等 Ａ 数と式 

 

 

 
 
板 書 例  
 
  月   日    ３ 絶対と数の大小  （３／１７） 
 
                          ☆数の大小は、不等号「＞」、「＜」を使って表す。 
                          例 －５は３より小さい → －５＜３ 
                            －２は－３より大きい → －２＞－３ 
                             
                          ●ワークシート２の解答      

 
                          ☆３つの数の大小は、小さい順（大きい順）に 
例１                         並べ替えて、不等号の向きをそろえる。 
（１）３の絶対値 → ３ （２）―４の絶対値 → ４  例 －４と２と－２ → －４＜－２＜２ 
（３）＋１.５の絶対値 → １.５             ※－４＜２＞－２では、－４と－２の大小関係 

（４）－
１

２
 の絶対値 → 

１

２
           がわからない。 

●ワークシート１の解答                              ☆数直線を使って、いろいろな数を求める。 
                          例 ５より７小さい → ５から左へ７進む 
                            ５より－８大きい → ５より＋８小さい 
                            ５より－４小さい → ５より＋４大きい 
 
                           
 
 

●ワークシート３の解答 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次時の予告 
 「正の数・負の数の計算」を学習します。 

①知識・技能 ◎数直線や絶対値を利用して数の大小を判断し、大小関係の表し方が理解できる。 

②思考・判断・表現力 正の数と負の数を具体的な場面で活用することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 

数直線上で、０からある数までの距離をその数の 
絶対値という。 

※０の絶対値は０である。 

・正の数は負の数より大きい。 
・正の数は０より大きく、 

絶対値が大きいほど大きい。 
・負の数は０より小さく、 

絶対値が大きいほど小さい。 
 

①数直線を用意しておき、

０から－３、０から＋３ 
までの距離を同じ色で 
表す。 

②負の数は０の左側、正の数は０

の右側にあることを確認させる。 
絶対値が、０からの距離であるこ

とを復習する。 

②不等号の向きに注意する。 
不等号だけを解答欄に 
書いてはいけない。 

③不等号の向きを 
そろえる。 

④符号が変わると、反対の意味

になることを思い出させる。 
④数直線では右が

大きい、左が小さい

ことを確認する。 

「＝」ではなく、 
「→」でつなぐ。 



０４  

題 材 名 「正の数・負の数の計算 正の数・負の数の加法、減法【加法①】」 （第４時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 加法
か ほ う

、同符号
ど う ふ ご う

の２数
す う

の 和
わ

、異符号
い ふ ご う

の２数
す う

の 和
わ

 

領 域 等 Ａ 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 
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＊P.21「どんな数を求める計算かな？」を読ませる。 
 ・数直線を使っていろいろな数を求めたことを復習する。 
 ・(－４)＋６は、－４より６大きい数を求める計算であること、 
   ５＋(－６)は、５より－６大きい数を求める計算であること 
  を確認する。 
【めあて】 正負の数の加法を理解し、その計算ができる。 

①たし算のことを「加法」ということを教える。 
●P.23「ひろげよう」を読み、答えを考えさせる。 
②◎「ひろげよう」の結果から気がつくことを発表させる。 
●発表されたことを整理して、〈調べたことからわかること〉を 

考えさせる。 
③正の数・負の数の加法についてまとめる。 
④同符号の２数の加法の解き方を確認する。 
・例１を使って、解き方や途中の式の書き方を説明する。 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 
 ・解説しながら、答え合わせをする。 
⑤異符号の２数の加法の解き方を確認する。 
 ・例２を使って、解き方や途中の式のかき方を説明する。 
●ワークシートの２を解かせる。 
 ・解説しながら、答え合わせをする。 
⑥ワークシート１と２の結果から次のことを確認する。 
・絶対値が等しい異符号の２数の和は０である。 

 ・０と正の数、０と負の数の和は、その数のままである。 
【振り返り】たし算のことを「加法」という。 
２数が同符号である場合と異符号である場合、計算方法が異なる。 

＊次時は、小数や分数の加法を学習することを予告する。 

 
 
 
 
 
 
・加法の計算の結果を「和」という 
ことを確認する。 
・いろいろな意見を取りあげたい。 
 
 
 
・同符号と異符号では、やり方が 
異なることに注意させる。 

 
 
 
・途中の式の書き方に注意する。 
  
 
 
 
 
 

評価のめやす 
正負の数で、２数の和を求める

ことができる。【技能・理解】 
指導のポイント 
・同符号の２数の和は、絶対値の和に共通に符号をつける。異符号の場合は、絶対値の大きい方から小さい方を 

ひき、絶対値の大きい方の符号をつける。 
数学的活動のポイント ・「ひろげよう」の結果から、和の求め方の仕組みを考えさせ、発表させる。 

①知識・技能 ◎正負の数の加法を理解し計算することができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 



④⑤同符号と異符号で、考え方が

異なることに注意する。 ①加法、和の確認 

⑤異符号の加法の途中式で、混乱するこ

とがあるので、気をつけたい。 
(＋５)＋(－１５)＝－(１５－５) 
             ↑ 

なぜ＋５だったのに－５に？ 

０４  

題 材 名 「正の数・負の数の計算 正の数・負の数の加法、減法【加法①】」 （第４時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 加法
か ほ う

、同符号
ど う ふ ご う

の２数
す う

の 和
わ

、異符号
い ふ ご う

の２数
す う

の 和
わ

 

領 域 等 Ａ 数と式 

 
板 書 例  
 
  月   日 ４ 正の数・負の数の加法  （４／１７） 
 

(－４)＋６→－４より６大きい数だから＋２ 

 
５＋(－６)→５より－６大きい数だから－１ 
                        例１ 
 
たし算のことを加法という。(答えを和という。)  ワークシート１の解答 
＊P.23 ひろげよう 
                        例２ 
 
                        ワークシート２の解答 
 
                        ※絶対値が等しく符号が異なる場合…。 
                        ※０との和は。 
【気がついたこと】 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
次時の予告 
「小数や分数の加法」を学習します。 
 

①知識・技能 ◎正負の数の加法を理解し計算することができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 

②気がつくことを発表させる。いろ

いろな意見をとりあげたい。 



０５  

題 材 名 「正の数・負の数の計算 正の数・負の数の加法、減法【加法②】」 （第４時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 
導

入 
 
05 
 
 
15 
 
20 
 
 
30 
 
 
 
 
 
45 
終

末 
50 

＊前時で学習した正負の数の加法について復習する。 
 
【めあて】 正負の数の加法を理解し、その計算ができる。 

 
●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 
 ・解説をしながら答え合わせをする。  
 
①P.25 例３を利用して、小数や分数の場合の加法の解き方を確認 
する。 

●ワークシートの２を解かせる。 
 ・解説をしながら答え合わせをする。 
 
②P.52 を利用して、ここまでの学習のたしかめをする。 
  

 
 
 
  
【振り返り】正の数・負の数の加法は、小数や分数の場合でも 
前時に確認した方法で解くことができる。 

 
＊次時は、正の数・負の数の減法（ひき算）を学習することを予告 
する。 

 
 
 
 
 
 
 
・小数や分数でも解き方は同じであ

ることを確認する。 
・分数の場合は、通分すれば絶対値

の大小が確認できる。 
 
 
 
 
 
 

 
 

評価のめやす 
正の数・負の数の加法の計算が、

小数や分数でも解くことができ

る。 
【技能・理解】 

 
指導のポイント 
・小数や分数の場合でも、前時に学習した加法の計算方法が利用できる。 
数学的活動のポイント 
・ 
用意するもの 

①知識・技能 ◎正負の数の加法を理解し計算することができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 



前時の復習をする。 

①小数や分数でも解き

方は同じである。 

①分数の場合は、通分

すれば、絶対値の大小

が確認できる。 

②P.52 の問題を解かせて、ここ

までの学習のたしかめをする。 

０５  

題 材 名 「正の数・負の数の計算 正の数・負の数の加法、減法【加法②】」 （第４時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 加法
か ほ う

、同符号
ど う ふ ご う

の２数
す う

の 和
わ

、異符号
い ふ ご う

の２数
す う

の 和
わ

 

領 域 等 Ａ 数と式 

 
板 書 例                       
 
  月   日 ５ 正の数・負の数の加法  （５／１７） 
 
☆加法の計算のしかた。              ワークシート２ 
 同符号→      異符号→ 
 
●ワークシート１ 
 
 
 
                         早く終わった人は、P.52 の問題を解きましょう。 
 
 
 
P.25 例３ 

 
 
 
 
 
 
 
 
次時の予告 
「正の数・負の数のひき算」を学習します。 
 
 
 

①知識・技能 ◎正負の数の加法を理解し計算することができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 



０６   

題 材 名 「正の数・負の数の計算 正の数・負の数の加法、減法【減法】」 （第６時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 減法
げんぽう

 

領 域 等 Ａ 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 
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33 
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＊負の数を使って、反対の意味を表すことができたことを思い出だ 

させる。 

 
【めあて】 正負の数の減法を理解し、その計算ができる。 

 
①ひき算のことを、「減法」ということを伝える。 

 

②P.26 ひろげようを考えさせる。  

 ・減法は加法に直せることを確認する。 

 

③例４を使って、途中式のかき方等を確認する。 

 

●ワークシートを配布し、ワークシート１を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

 

④小数や分数の減法でも同様にできることを確認する。 

●ワークシート２を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

 
【振り返り】正の数・負の数をひくには、符号を変えた数を 

      たせばよい。そのことで加法の考え方が使える。 
 
＊次時は、正の数に符号をつけずに、３数以上の加法や減法を学習 

することを予告する。 

 
 
 
 
 
・ひき算の計算の結果を「差」と 

いうことを確認する。 

 

 

 

・減法を加法に直す式は、必ずかく

ようにさせる。 

・途中式をきちんとかいて、自分の 

解き方を他の人に示すことが大 

切である。 

・ひかれる数の符号も変えていない 

か注意する。 

 
 
評価のめやす 

減法を加法に直して、正しく計

算することができる。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・減法は加法に直せば、加法の解き方を利用して解くことができる。 

数学的活動のポイント 

・ 

用意するもの 

 

①知識・技能 ◎正負の数の減法を理解し計算することができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 



①減法、差の確認 

③減法を加法に直した式は

必ず書かせる。 

③ひかれる数の符号は、変える

必要はないことに注意する。 

④小数や分数になっても、

解き方は変わらない。 

０６   

題 材 名 「正の数・負の数の計算 正の数・負の数の加法、減法【減法】」 （第６時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 減法
げんぽう

 

領 域 等 Ａ 数と式 

 
 
板 書 例  

 

  月   日 ６ 正の数・負の数の減法  （６／１７） 

 

 ひき算のことを減法という。（答えを差という。）   ワークシート２の解説 

 

P.26ひろげよう 

 ＋３小さい数を求める → □大きい数を求める 

 

 ☆正の数・負の数をひくには、符号を変えた数を 

  たせばよい。 

 

P.27例４ 

 

 

ワークシート１の解説 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
次時の予告 

「正の数に符号をつけずに、３数以上の加法や減法」を学習します。 

①知識・技能 ◎正負の数の減法を理解し計算することができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 



０７   

題 材 名 「正の数・負の数の計算 正の数に符号をつけずに表した式の計算」 （第７時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 項
こ う

、正
せ い

の 項
こ う

、負
ふ

の 項
こ う

 

領 域 等 Ａ 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

 

 

05 

 

 

 

 

10 

 

15 

 

 

20 

25 

 

 

30 

 

35 

 

45 

 

50 

＊前時に学習した減法について、簡単に復習する。 

 

【めあて】 正の数に符号をつけずに表した式に直し、その計算 

ができる。 

 

①これからは、正の数に符号をつけずに計算していくことを伝える。 

 例 (＋３)＋(＋４)＝３＋４ 

    (＋３)－(＋４)＝３―４ 

    ※計算方法は、(＋３)＋(－４)と同様である。 

 

②P.27 例５を使って、正の数に符号をつけない加法を説明する。 

  ※「＋」がついていた式をイメージさせる。 

●ワークシートを配布し、ワークシート１を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

 

③P.28 例６を使って、正の数に符号をつけない減法を説明する。 

●ワークシート２を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。    

 

④３数以上の加法、減法で、「項」、「正の項」、「負の項」について 

説明する。 

●ワークシート３を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

【振り返り】これからは、正の数の符号はつけない式で計算でき

るようにしていく。見た目が変わるだけで、式の意味は変わって

いないことに気をつける。 

＊次時は、項だけの式の計算をくふうして解く方法を学習すること 

 を予告する。 

 

 

 

 

 

・小学生の頃の書き方と同じである 

ことを確認する。 

・見かけは変わるが、計算方法は、 

変わらないことを確認する。 

・かっこをつけた式の方が解きやす 

いと感じる生徒が多いが、かっこ 

なしに慣れさせる。 

・今までできていたことが、混乱し 

やすい内容なので気をつけて指 

導する。 

・項だけの式に直すコツをつかませ

たい。－(－△)→＋△ 

 

 

・加法だけの式に直せれば、項を 

確認することができる。 

・左側から順番に計算させる。 

 

評価のめやす 

正の数の符号をつけない式に直

して計算することができる。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・正の数の符号をつけずに書いた式は、見た目が異なるが、今まで学習した計算と同じである。 

数学的活動のポイント 

・ 

①知識・技能 ◎正の数に符号をつけずに表した式に直し計算することができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 



①今まで普通に使ってきた

数と同じである。 

④加法だけの式に直せれ

ば、項を確認できる。 

０７   

題 材 名 「正の数・負の数の計算 正の数に符号をつけずに表した式の計算」 （第７時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 項
こ う

、正
せ い

の 項
こ う

、負
ふ

の 項
こ う

 

領 域 等 Ａ 数と式 

 

 

板 書 例  

 

  月   日 ７ 正の数に符号をつけずに表した式の計算  （７／１７） 

 

                         ＊３数の計算 

１２－１５＋８ 

  (＋３)＋(＋４)＝３＋４              項 → １２、－１５、８ 

  (＋３)－(＋４)＝３－４ である。         正の項 → １２、８  負の項 → －１５ 

 P.27 例５                                         

                         １２－１５＋８＝－３＋８ ←左から順に計算すると         

●ワークシート１                        ＝５             

 

                         ●ワークシート３ 

 P.28 例６ 

 

●ワークシート２  

 

 

 

次時の予告 

「３数以上の加法、減法」を学習します。 

①知識・技能 ◎正の数に符号をつけずに表した式に直し計算することができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 

これからは正の数には符号をつけずに表す。 

 (＋３)＋(＋４)＝３＋４  

 (＋３)－(＋４)＝３－４ である。 

 

P.27例５  

３＋(－４) 

＝３－４ 

＝－１ 

 

●ワークシート１   

 

 

P.28例６ 

 

●ワークシート２ 

②見かけは変わるが、

計算方法は変わらな

い。 

③項だけの式に直すコツ 

－(－△)→＋△ などを 

つかませたい。 

②かっこをつけた式の方が、今は解き 

やすいと感じるかもしれないが、かっこ

なしに慣れさせる。 

④本時は、左から順に

解かせる。次時にくふ

うを学習する。 



０８   

題 材 名 「正の数・負の数の計算 ３数以上の加法、減法」 （第８時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 加法
か ほ う

の 交換
こうかん

法則
ほうそく

、加法
か ほ う

の 結合
けつごう

法則
ほうそく

 

領 域 等 Ａ 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

 

05 
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10 
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50 

＊前時に学習した「項」について復習する。 

 

【めあて】３数以上の加減の計算をくふうして解けるようにする。 

 

①「加法の交換法則」や「加法の結合法則」について説明する。 

 ・小学校の頃に学習した ２＋３と３＋２が等しくなることを 

「加法の結合法則」といい、(２＋３)＋４と２＋(３＋４)が 

等しくなることを「加法の結合法則」という。 

 

●ワークシートを配布し、ワークシート１を解かせる。 

・負の数をふくむ場合でも、２つの法則が成り立つことを確認 

させる。 

 

②P.29 例７を使って、３数以上の加減の計算を説明する。 

◎左から順番に計算するより、正の項の和、負の項の和をそれぞれ 

先に計算した方が計算が楽なのはなぜか考えさせる。 

 

●ワークシート２を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

◎ワークシートの３を考えて、説明させる。 

【振り返り】小学校の頃に学習した２つの計算法則は、負の数を 

ふくむ場合も成り立つ。この法則を利用すると、計算が楽になる

ことがある。 

 

＊P.30 練習問題は宿題とする。 

 次時は、正の数・負の数の乗法（かけ算）を学習することを 

 予告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・正の項の和、負の項の和をそれぞ 

れ先に計算する。 

・同符号の計算をまとめて先に行 

い、最後に異符号の計算を行う方 

がミスが減ることを実感させた 

い。 

 

・和が０になる組を見つける。 

評価のめやす 

２つの計算法則を理解し、問題

を解くときに活用できる。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・加法の交換法則、結合法則を利用すると、能率よく計算することができる。 

数学的活動のポイント 

・３数以上の加減の計算方法のくふうの理由を考えさせる。 

用意するもの 

①知識・技能 ◎交換法則や結合法則を利用して３数以上の計算をすることができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 



①加法の交換法則、結合法則は、負

の数をふくむ場合でも成り立つ。 

０８   

題 材 名 「正の数・負の数の計算 ３数以上の加法、減法」 （第８時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 加法
か ほ う

の 交換
こうかん

法則
ほうそく

、加法
か ほ う

の 結合
けつごう

法則
ほうそく

 

領 域 等 Ａ 数と式 

 

 

板 書 例  

  月   日 ８ ３数以上の加法、減法  （８／１７） 

 

 

 

 

 

 

次時の予告 

「正の数・負の数のかけ算」を学習します。 

 

①知識・技能 ◎交換法則や結合法則を利用して３数以上の計算をすることができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 

 

●ワークシート１ 

 

P.29例７ 

 

※左から順に計算するより、正の項の和、 

 負の項の和をそれぞれ先に計算した方がよい。 

 なぜか？→ 同じ種類の項の計算の方が… 

 

 

●ワークシート２ 

 

 

 

 

 

 

●ワークシート３ 

 ※同じ種類の項の計算を先にする方法の他に、 

  和が０になる組み合わせをつくる方法も 

  ある。 

 

 

 

 

 

②同じ種類の項の計算は、絶対値の

和を求めればよい。 



０９   
題 材 名 「正の数・負の数の計算 正の数・負の数の乗法、除法【乗法】」 （第９時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 乗法
じょうほう

 

領 域 等 Ａ 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

 

05 

展

開 

 

 

 

 

 

10 

 

 

15 

 

 

 

 

20 

 

 

 

30 

 

35 

 

 

45 

終

末 

50 

＊この時間から正の数・負の数のかけ算の学習に入ること、 

  かけ算のことを「乗法」ということを伝える。 

【めあて】 正負の数の乗法を理解し、その計算ができる。 
 

①乗法の式を加法の式に直して計算することで、正の数・負の数の 
乗法の計算方法を予想させる。 

 例 ２×３は、２＋２＋２ と直せるから 

   (－２)×３は、(－２)＋(－２)＋(－２)と直せる。 

   だから、(－２)×３＝－６となる。 

・例１を確認する。 (－４)×６＝－(４×６) 

                ＝－２４ 

●ワークシートを配布し、ワークシート１を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

 

②かける数を１ずつ小さくしていき、かける数が０のときやかける 

数が負の数の時の積を求めてみる。 

・例２を確認する ７×(－５)＝－(７×５) 

               ＝－３５ 

●ワークシート２を解かせる。 

・解説しながら答え合わせをする。 

◎「P.33説明しよう」を考えさせて、(負の数)×(負の数)の積の 

求め方をまとめさせる。 

 ・例３を確認する (－８)×(－５)＝＋(８×５) 

                 ＝４０ 

●ワークシート３を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

【振り返り】正の数・負の数の積を求めるには、絶対値どうしの

積を求めて、符号を確認すればよい。 
＊次時は、正の数と負の数のわり算（除法）を学習することを予告 

する。 

(負の数)×(正の数)は、絶対値の積に負の符号をつける。 

(正の数)×(負の数)は、絶対値の積に負の符号をつける。 

・乗法の計算結果のことを「積」と 

いうことも確認しておく。 

 

 

 

 

 

・(－２)×３のつづきは。生徒に 

考えさせてみるとよい。 

 

・本時は、途中の式もきちんと書か 

せる。 

 

 

 

・前時から正の符号はつけないこと 

にしたが、ここでは符号に着目し 

やすくさせるために、正の符号も 

つけて考える。 

 

 

 

・積の求め方を、自分の力で導き、 

説明できるようにしたい。 

・負の数に０をかけた場合も、積が 

０になることに気づかせたい。 

 

評価のめやす 

正の数・負の数の乗法の考え方

を理解し、正しく計算すること

ができる。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・２数の積を求めるには、２数の符号に着目すればよい。 

数学的活動のポイント 

・(負の数)×(負の数)の積の求め方をまとめる。 

用意するもの 

・ 

①知識・技能 ◎正負の数の乗法を理解し計算することができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 



乗法、積を確認する。 ①(－２)×３＝の続きを書かせてみる。 

②本時は、途中の式も

きちんと書かせる。 

０９   
題 材 名 「正の数・負の数の計算 正の数・負の数の乗法、除法【乗法】」 （第９時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 乗法
じょうほう

 

領 域 等 Ａ 数と式 

 

板 書 例  

 

  月   日 ９ 正の数・負の数の乗法（９／１７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次時の予告 

「正の数・負の数のわり算」を学習します。 

 

 

①知識・技能 ◎正負の数の乗法を理解し計算することができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 

かけ算を乗法という。（答えを積という。） 

 

例 ２×３＝２＋２＋２ 

  (－２)×３＝(－２)＋(－２)＋(－２) 

 (負の数)×(正の数)は、絶対値の積に負の符号 

●ワークシート１ 

 
(正の数)×(負の数)は、絶対値の積に負の符号 

●ワークシート２ 

P.33説明しよう 

 

(負の数)×(負の数)は、絶対値の積に正の符号 

 

●ワークシート３ 
②符号に着目させるため、

正の符号もつけている。 

③積の求め方を、

自分の力で導か

せたい。 

③負の数と０の積

はどうなるか気づ

く生徒がいるか？ 



１０   

題 材 名 「正の数・負の数の計算 正の数・負の数の乗法、除法【除法】」 （第１０時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 除法
じょほう

 

領 域 等 Ａ 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 
導

入 
05 
展

開 
 
 
 
 
10 
 
15 
18 
 
28 
 
 
 
32 
35 
45
終

末 
50 

＊前時の乗法の仕組みについて復習する。 
  
【めあて】正負の数の除法を理解し、乗除の計算ができる。 

①わり算のことを「除法」ということを伝える。 
②除法と乗法の関係を確認し、除法の計算方法を考えさせる。 
 ・３×２＝６ → ６÷２＝３ となることから、 
  (－３)×２＝－６ → (－６)÷２＝？ 
  (－３)×(－２)＝６ → ６÷(－２)＝？ 
  ３×(－２)＝－６ → (－６)÷(－２)＝？ 
◎除法の計算方法を考えさせ、発表させる。 
 
③P.34 例４を使って説明する。 
●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 
 ・解説しながら答え合わせをする。 
④正の数・負の数の乗法、除法についてまとめる。 
 ・０が出てくる乗法、除法についても説明する。 
●なぜ０でわる除法はできないのか考えさせて、発表させる。 
 例．４÷０→４個のお菓子を０人で分けたら、１人何個？ 
⑤P.35 例５，６を使って、小数をふくむ乗除や分数をふくむ乗法 
を説明する。 

●ワークシートの２と３を解かせる。 
 ・解説しながら答え合わせをする。 
【振り返り】乗法と除法は、答えの符号の決め方は同じである。

小数や分数でも同様である。０が出てくる乗除は注意する。 
＊次時は、分数をふくむ除法について学習することを予告する。 

 
 
 
・わり算の計算の結果を「商」とい

うことを確認する。 
 
 
 
 
 
 
・途中の式も確認する。 
・「＝」は縦にそろえる。横につな

がないように注意する。 
・わりきれない場合は分数で表す。 
約分を忘れないように注意する。 

 
・０でわる除法はできないことを 
強調する。 

・答えの符号を最初に確認する。 
「＋」の場合、途中式には「＋」 
をつけさせる。 

 

評価のめやす 
除法の計算問題を正しく解くこ

とができる。 【技能・理解】 
指導のポイント 
・除法は、乗法と同様に、２数の符号に着目すればよい。 
数学的活動のポイント 
・乗法と除法の関係から、除法の計算方法を自分でみつけさせる。 
・０でわる除法はできないことを考えさせる。 

①知識・技能 ◎正負の数の除法を理解し、乗除の計算をすることができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 



除法、商を確認する。 

④「０をわる」計算と

「０」でわる計算を、

混同させない。 

１０   

題 材 名 「正の数・負の数の計算 正の数・負の数の乗法、除法【除法】」 （第１０時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 除法
じょほう

 

領 域 等 Ａ 数と式 

 
 
板 書 例  
 
  月   日 １０  正の数・負の数の除法  （１０／１７） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
次時の予告 

「分数をふくむ除法」を学習します。 

 

①知識・技能 ◎正負の数の除法を理解し、乗除の計算をすることができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 

わり算を除法という。（答えは商という。） 

 

３×２＝６ → ６÷２＝３ 

(－３)×２＝－６→(－６)÷２＝？ 

 

◎除法の計算方法は…？ 

 

P.34例４ 

 

 

●ワークシート１ 

 

 

 

正の数・負の数の乗法、除法のまとめ 

 

 

 

 

 

※０でわる除法はない！…なぜ？ 

P.35例５，６ 

 

 

●ワークシート２，３ 

わり算を除法という。（答えは商という。） 

 

３×２＝６ → ６÷２＝３ 

(－３)×２＝－６→(－６)÷２＝？ 

 

◎除法の計算方法は…？ 

 

P.34例４ 

 

 

●ワークシート１ 

 

 

 

②乗法と同様に、２数

の符号に着目させる。 

③途中式は、「＝」を

横につながず、下にの

ばす。 

③わりきれない場合

は、分数にする。約分

を忘れてはいけない。 

⑤小数や分数でも計

算方法は変わらない。 

⑤答えの符号は、最初

に確認する。途中式に

は、「＋」をつける。 

 



１１   

題 材 名 「正の数・負の数の計算 分数をふくむ除法、３数以上の乗法」 （第１１時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 逆数
ぎゃくすう

、乗法
じょうほう

の 交換
こうかん

法則
ほうそく

、乗法
じょうほう

の 結合
けつごう

法則
ほうそく

 

領 域 等 Ａ 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 
導

入 
 
05 
 
 
 
 
15 
 
20 
 
 
30 
 
37 
 
 
45 
 
終

末 
50 

＊前時の内容を振り返る。 
 
【めあて】 分数をふくむ除法、３数以上の乗法の計算ができる。 

 
①「逆数」について説明する。P.36 例７を利用する。 
●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 
◎０の逆数はいくつなのか考えさせる。 
 ・解説しながら、答え合わせをする。 
 
②分数でわる除法について説明する。 
 ・P.36 例８を使って確認する。 
●ワークシートの２を解かせる。 
 ・解説しながら答え合わせをする。 
 
③乗法の交換法則と結合法則について説明し、３数以上の乗法の 
計算のくふうを考えさせる。 

●ワークシートの３を解かせる。 
 ・解説しながら、答え合わせをする。 
 
【振り返り】負の数でわる場合は、逆数をかければよい。 
乗法の交換法則や結合法則を利用すると計算が楽になる。 

 
＊次時は、３数以上の乗除について学習することを予告する。 
 

 
 
 
 
・積が１になる数が正式な説明。 

分母と分子を逆にした数と考え 
ても、たいていの場合は成り立つ 
が、０の場合は成り立たないこと 
を確認する。 

・もとの数と逆数を「＝」でつなが 
ない。 

・除法を乗法に直した式は、必ず書 
 かせる。 
 
 
 
・工夫がわかるように、途中式をか

かせる。 
 

評価のめやす 
・逆数を使って、除法を乗法に 

直して計算できる。 
・乗法の交換法則、結合法則を 

使い、くふうして計算するこ 
とができる。【技能・理解】 

指導のポイント 
・除法は逆数を使って乗法に直せる。乗法だけの式に直せれば、交換法則や結合法則が使える。 
数学的活動のポイント 
・０の逆数を考えさせる。 
用意するもの 
・ 

①知識・技能 ◎分数をふくむ除法、３数以上の乗法の計算をすることができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 



①分母と分子を逆にすれば、たいて

いの数の逆数は求められるが、０の

場合は成り立たない。 

１１   

題 材 名 「正の数・負の数の計算 分数をふくむ除法、３数以上の乗法、除法」 （第１１時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 逆数
ぎゃくすう

、乗法
じょうほう

の 交換
こうかん

法則
ほうそく

、乗法
じょうほう

の 結合
けつごう

法則
ほうそく

 

領 域 等 Ａ 数と式 

 
 
 
板 書 例  
 
  月   日  １１ 分数をふくむ除法、３数以上の乗法、除法  （１１／１７） 

 

 
 
 
 

 

 

 

次時の予告 

「３数以上の乗除」を学習します。 

 

①知識・技能 ◎分数をふくむ除法、３数以上の乗除の計算をすることができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 

＊逆数とは… 

 

●ワークシート１ 

 

 

※０の逆数は？ 

 

P.36例８ 

 

●ワークシート２ 

乗法の交換法則と乗法の結合法則 

 

 

 

 

 

●ワークシート３ 

①もとの数と逆数を「＝」

で、つないで書かない。 

②小学校の頃に学習した

分数の除法と同様である。 

②除法を乗法に直した式

は、必ず書かせる。 

※約分を忘れない。 

③くふうがわかるように 

途中式を書かせる。 



１２   

題 材 名 「正の数・負の数の計算 ３数以上の乗除」 （第１２時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 
導

入 
05 
展

開 
10 
 
15 
 
 
25 
 
 
30 
 
 
40 
 
 
 
45 
終

末 
50 

＊前時の内容を振り返る。 
【めあて】 ３数以上の乗除の計算ができる。 

①P.38 ひろげように取り組みませる。 
◎計算結果からどんなことがいえるか予想させる。 
 
②３数以上の乗法について説明する。 
 ・P.38 例９を使って説明する。 
●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 
 ・解説しながら答え合わせをする。 
 
③乗法と除法の混じった式では、乗法だけの式になおしてから計算 
することを説明する。 
・P.38 例１０を使って説明する。 

●ワークシートの２を解かせる。 
 ・解説しながら、答え合わせをする。 
◎乗法と除法の混じった式では、なぜ乗法だけの式になおした方が 
よいのか考えさせる。 

●ワークシート３を解かせる。 
 ・解説しながら、答え合わせをする。 
【振り返り】負の数の個数で、答えの符号を決めることができる。

乗法と除法の混じった式では、乗法だけの式になおして計算した

ほうがよい。 
 
＊P.39 の練習問題は宿題とする。 

次時は、いろいろな計算について学習することを予告する。 

 
 
・負の数の個数で、計算結果の符号 

がきまることに気づかせたい。 
 
 
 
 
 
 
・前時に学習した逆数を利用。 
 
 
 
 
・乗法だけの式にすれば、交換法則 

や結合法則が利用できることに 
気づかせたい。 
評価のめやす 
・負の数の個数から答えの符号 

が決まることを理解し、３数 
以上の乗法の計算ができる。 

・乗法と除法の混じった式を、 
乗法だけの式に直して計算す 
ることができる。【技能・理解】 

 

指導のポイント 
・３数以上の乗除の計算は、乗法だけの式になおしてから計算する。（負の数の個数に着目し、符号を決める。） 
数学的活動のポイント 
・計算結果から、負の数の個数で答えの符号が決まることを考えさせる。 
・なぜ乗法だけの式になおした方がよいのか考えさせる。 

①知識・技能 ◎３数以上の乗除の計算をすることができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 



①負の数の個数で、答

えの符号が決まる。 

③逆数を使って、乗法

だけの式になおす。 

１２   

題 材 名 「正の数・負の数の計算 ３数以上の乗除」 （第１２時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 

 
板 書 例  
 
 
  月   日  １２ ３数以上の乗除  （１２／１７） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

次時の予告 

「いろいろな計算」を学習します。 

 

①知識・技能 ◎３数以上の乗除の計算をすることができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 

ひろげよう 

 

どんなことがいえるだとう？ 

 

P.38例９ 

 

 

●ワークシート１ 

P.38例１０ 

 

 

●ワークシート２ 

 

 

◎なぜ情報だけの式になおして計算した方が 

 よいのだろうか？ 

 →乗法だけの式にすれば、交換法則や結合法則 

が使える。 

 

●ワークシート３ 

 

②計算の順番をくふう

する。 

③乗法だけの式にす

れば、交換法則や結合

法則が利用できるこ

とに気づかせたい。 



１３   

題 材 名 「正の数・負の数の計算 いろいろな計算」 （第１３時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 ２乗
じょう

、３乗
じょう

、指数
し す う

、四則
し そ く

、分配
ぶんぱい

法則
ほうそく

 

領 域 等 Ａ 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 
導

入 
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＊本時は、ここまで学習してきたことを使って、いろいろな計算に 
取り組むことを伝える。 
【めあて】 指数をふくむ計算、四則をふくむ式の計算、 

分配法則の利用ができる。 
①同じ数の積の表し方と計算のやり方を説明する。 
●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 
 ・解説しながら、答え合わせをする。 
 
②指数をふくむ計算について説明する。 
 ・P.40 例１と例２を使って説明する。 
●ワークシートの２と３を解かせる。 
 ・解説しながら、答え合わせをする。 
③四則についてと計算の順序について説明する。 
 ・P.41 例３と例４を使って説明する。 
●ワークシートの４を解かせる。 
 ・解説しながら、答え合わせをする。 
④分配法則について説明し、P.42 問５の計算結果が等しいことを 
確認させる。  

●ワークシートの５を解かせる。 
 ・解説しながら、答え合わせをする。 
【振り返り】指数のついた計算、四則の計算の順序、分配法則が 

理解できたか。 
＊P.42 の練習問題は宿題とする。 
 次時は、数の世界のひろがりについて学習することを予告する。 

 
 
 
 
・２乗を「平方」、３乗を「立方」 
ともいうことを伝える。面積や体 
積の単位と結びつける。 

・２乗を「じじょう」と読ませない。 
・負の数に指数のついた計算は、か 

っこの有無で意味が異なること 
を理解させる。 

・指数の計算を先にする。 
・小学校で学習した順序と同様で 
ある。 

 
 
 
・分配法則は、かっこをはずす場合 

だけでなく、かっこでまとめる場 
合も利用できる。 

 
評価のめやす 
指数のついた計算、四則の計算、

分配法則の利用ができる。 
【技能・理解】 

 

指導のポイント 
・ 
数学的活動のポイント 
・(－２)□の答えが、正の数、負の数のどちらになるのか考えさせる。   

①知識・技能 ◎指数をふくむ計算、四則をふくむ式の計算、分配法則の利用ができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 



①面積や体積の単位

と結びつける。 

①２乗をじじょう 

とは読まない。 

③小学校で学習した

順序と同じである。 

１３   

題 材 名 「正の数・負の数の計算 いろいろな計算」 （第１３時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 ２乗
じょう

、３乗
じょう

、指数
し す う

、四則
し そ く

、分配
ぶんぱい

法則
ほうそく

 

領 域 等 Ａ 数と式 

 
 
板 書 例  
 
  月   日  １３ いろいろな計算  （１３／１７） 

 

 

 
 
 
 
 
 

次時の予告 

「数の世界のひろがり」を学習します。 

 
 

①知識・技能 ◎指数をふくむ計算、四則をふくむ式の計算、分配法則の利用ができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 

同じ数の積について 

５×５＝５２  ５×５×５＝５３ 

●ワークシート１ 

 

P.40例１、例２ 

 

●ワークシート２，３ 

 

 

四則とは？ 加法・減法・乗法・除法 

      ※乗法・除法の計算がさきである。 

 

P.41例３、例４ 

 

●ワークシート４ 

 

 

分配法則 

 

 

 

 

P.42問５ 

 

●ワークシート５ 

④かっこをはずす場合だけでなく、 

かっこでまとめる場合も利用できる。 

②負の数に指数の

ついた計算は、か

っこの有無で意味

が異なる 



１４   

題 材 名 「正の数・負の数の計算 数の世界のひろがり」 （第１４時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 自然数
し ぜ ん す う

の 集合
しゅうごう

、整数
せいすう

の 集合
しゅうごう

 

領 域 等 Ａ 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 
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05 
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28 
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終
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50 

＊整数や自然数について復習する。 
 
【めあて】 数の範囲によって、その数の範囲の中だけでできる 

計算とできない計算があることを理解する。 
 
①P.44 ひろげようを読ませる。 
 
●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 
 ・解説しながら、答え合わせをする。 
 
②自然数の集合、整数の集合について説明する。 
 
●ワークシートの２を解かせる。 
 
 
③P.45 の一番下の網掛けの内容を確認する。 
◎除外されている計算は何か考えさせる。 
 
④残りの時間で、P.42 の練習問題に取り組む。 
 ・できたところは答え合わせをする。 
【振り返り】数の集合によって、加減乗除のそれぞれの計算が、

その集合の中だけでいつでもできるときと、そうとは限らない 
ときとがある。 

 
＊次時は、素数と素因数分解について学習することを予告する。 

・自然数に０はふくまれないことな 
どを確認しておく。 

 
 
 
・数の世界で、できる計算というも 

のを理解させる。 
 
 
 
・P.45 の図を使ってイメージさせ 
る。 

・その集合の中だけでいつでもでき 
るとは限らないときは、具体的な 
例をあげさせる。 

・０でわる除法はないことを思い出 
させる。 

 
 
 
評価のめやす 
数の集合によって、その集合の

中だけでできる場合とそうとは

限らない場合があることを理解

できる。  【技能・理解】 
 

指導のポイント 
・数の集合によって、その集合の中だけでできる場合と、そうとは限らない場合がある。 
数学的活動のポイント 
・除法で、考えてはいけない計算は何か思い出させる。 

①知識・技能 ◎数の範囲によって、その数の範囲の中だけでできる計算とできない計算が

あることができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 



①自然数に０はふくまれない

ことを確認しておく。 

③成り立たない場合の例を

あげさせる。 

１４   

題 材 名 「正の数・負の数の計算 数の世界のひろがり」 （第１４時／全１７時間） 

目  標 （◎は重点項目） 

用語・記号 自然数
し ぜ ん す う

の 集合
しゅうごう

、整数
せいすう

の 集合
しゅうごう

 

領 域 等 Ａ 数と式 

 
 
板 書 例  
 
 
  月   日 １４  数の世界のひろがり  （１４／１７） 

 

 

 
 
 
 
 
次時の予告 

「素数と素因数分解」を学習します。 

 

①知識・技能 ◎数の範囲によって、その数の範囲の中だけでできる計算とできない計算が

あることができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 

ひろげよう 

 

 

●ワークシート１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート２ 

 

 

 

 

 

P.42練習問題 

 

 

 

②数の世界のイメージを 

つかませる。 

④０でわる除法はないことを、

再確認させる。 



１５   

題 材 名 「正の数・負の数の計算 素数と素因数分解」 （第１５時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 素数
そ す う

、素因
そ い ん

数分
すうぶん

解
か い

 

領 域 等 Ａ 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 
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50 

＊小学校で学習した「約数」について復習する。 
【めあて】素数の意味を理解し、自然数を素数の積で表ことが 

できる。  
①「素数」について説明する。 
 ・素数 → １とその数以外に約数がない自然数 
●ワークシートを配布し、ワークシートの１と２を解かせる。  

・解説しながら答え合わせをする。 
 
②７２を１より大きい自然数の積で表してみる。 
 ・枝分かれさせていき、最終的にすべて素数になるようにする。 
 ・小さい数から書き並べ、同じ数の積は指数を使ってみる。 
 
③素因数分解について説明する。 
 ・P.47 例１を使って、なるべく小さい素数で次々にわっていく 

方法で説明する。 
●ワークシートの３を解かせる。 

・解説しながら答え合わせをする。 
④素因数分解を利用すると倍数などが求められることを伝える。 
 ・P.47 例２を使って説明する。 
●ワークシートの４、５を解かせる。 
 ・解説しながら答え合わせをする。 
◎素因数分解の式と約数の個数の関係を考えさせる。 
【振り返り】素数とはどんな数か。素因数分解の方法を理解し、 

その結果から倍数を求めることなどができる。 
＊P.48「エラトステネスのふるい」と練習問題は宿題とする。 
 次時は、正の数・負の数の利用について学習することを予告する。 

 
 
・１は素数ではない。 
・素数は、約数が２個だけの数とも

考えられる。 
 
 
・どんな順序で計算しても、最後は

同じになることに気づかせる。 
 
 
 
 
 
・３年生で学習する内容(平方根) 
でも利用できることを伝える。 

・指数に１を加えた数をかけあわせ 
ることで、約数の個数が求められ 
ることを伝えると、生徒の関心が 
高められる。 
評価のめやす 
・素数の意味を理解し、数を素

因数分解することができる。 
・素因数分解を利用して、倍数

などを求めることができる。 
【技能・理解】 

 

指導のポイント 
・数を素数の積で表すことを素因数分解といい、どんな順序で計算しても結果は同じになる。 
数学的活動のポイント 
・余裕のある生徒には、素因数分解の結果と約数の個数の関係を考えさせる。 

①知識・技能 ◎素数の意味を理解し、自然数を素数の積で表すことができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 



①素数は、約数が２個だけある数。

※１は素数ではない。 

②小さい方から順に書き、 

同じ数の積は指数を使えば、

同じ答えになる。 

 

③なるべく小さい素数でわって、商

を下に書く。最後にＬ字にかける。 

④素因数分解を利用すれば、 

倍数などが求められる。 

１５   

題 材 名 「正の数・負の数の計算 素数と素因数分解」 （第１５時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

目   標 ようにする。 

用語・記号 素数
そ す う

、素因
そ い ん

数分
すうぶん

解
か い

 

領 域 等 Ａ 数と式 

 
 
板 書 例  
 
  月   日 １５ 素数と素因数分解  （１５／１７） 

 

 

 
 
 
 
 
 

次時の予告 

「正の数・負の数の利用」を学習します。 

 

①知識・技能 ◎素数の意味を理解し、自然数を素数の積で表ことができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 

素数  

※１は素数ではない。 

※２は偶数で唯一の素数である。 

 

●ワークシート１、２ 

 

７２を１より大きい数の積で表そう！ 

 ８×９  ６×１２ … 

 

素因数分解 

       ８４＝２×２×３×７ 

         ＝２２×３×７ 

 

 

●ワークシート３ 

 

 

P.47例２ 

 

 

●ワークシート４、５ 



１６   

題 材 名 「正の数・負の数の計算 正の数・負の数の利用」 （第１６時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 仮平均
かりへいきん

 

領 域 等 Ａ 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 
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＊本時は、正の数・負の数を利用して、身のまわりの問題を解決 

  することを学習することを伝える。 

 

【めあて】 正の数・負の数を利用して、身のまわりの問題を 

解決できる。 

 

①P.49 を読ませる。 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

 

②仮平均について説明し、仮平均を利用すると計算が楽になること 

 を伝える。 

●ワークシートの２を解かせる。 

・解説しながら答え合わせをする。 

 

●ワークシートの３を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

◎何を仮平均とするとよいのか考えて発表させる。 

 

【振り返り】仮平均を使うと、平均を求める計算が簡単になる。 

 

＊P.51 練習問題は宿題にする。 

 次時は、第 1章のまとめに取り組むことを予告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平均の求め方を確認する。 

(平均)＝(合計)÷(個数) 

 

 

 

 

 

 

 

 

・仮平均が、真の平均に近いほど、 

計算が楽になることに気づかせ 

たい。 

評価のめやす 

仮平均を利用して、工夫して 

平均を求めることができる。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・仮平均を基準とし、基準との差を利用することで計算を楽にすることができる。 

数学的活動のポイント 

・何を仮平均にするとよいのか考えて発表しあう。 

用意するもの 

・ 

①知識・技能 ◎正の数・負の数を利用して、身のまわりの問題を解決することができる。 

②思考・判断・表現力 正の数と負の数を具体的な場面で活用することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 



①平均の求め方を確認する。 

１６   

題 材 名 「正の数・負の数の計算 正の数・負の数の利用」 （第１６時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 仮平均
かりへいきん

 

領 域 等 Ａ 数と式 

 
 
板 書 例  

 
  月   日 １６ 正の数・負の数の利用  （１６／１７） 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

次時の予告 

「章のまとめ」を学習します。 

 

①知識・技能 ◎正の数・負の数を利用して、身のまわりの問題を解決することができる。 

②思考・判断・表現力 正の数と負の数を具体的な場面で活用することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 

平均の求め方 (合計)÷(個数) 

 

●ワークシート１ 

 

 

仮平均を５０回とすると… 

●ワークシート２ 

 

 

 

 

●ワークシート３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

②仮平均との差をとり、 

平均を求める。 

②仮平均は、真の平均に 

近い方が計算が楽になる。 



１７   

題 材 名 「正の数・負の数 章のまとめ」 （第１７時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 
導

入 
 
05 
 
展

開 
 
 
 
 
 
 
 
 
45 
 
終

末 
 
50 

＊この章で学習したことのまとめに取り組むことを伝える。 
 
【めあて】この章で学んだことを利用して、演習問題に取り組む。  

 
①P.54～55 を解かせる。 
 ・基本問題に取り組んだ方がよい生徒は、P.53 を解かせる。 
 ・適当なところで時間を区切り、答え合わせをする。 

 ・解説が必要な問題は、解き方を説明する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
【振り返り】正負の数について理解し、いろいろな計算問題や 
      応用問題を解ける。 

 
＊やり残した問題は宿題にする。 
 次時は、第２章の文字を使った式を学習することを予告する。 

 
 
 
 
・机間巡視をして、つまずいている 

生徒に助言をする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
評価のめやす 
正負の数について理解し、その

計算ができる。 
【技能・理解】 

 

指導のポイント 
・この章で学んだ内容を振り返る。基本が身についている生徒は、P.55 の問題を中心に取り組む。 
数学的活動のポイント 
・ 
 

 

 

①知識・技能 ◎この章で学んだことを利用して、演習問題を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 



１７   

題 材 名 「正の数・負の数 章のまとめ」 （第１７時／全１７時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 
 
板 書 例  
 
  月   日  １７ 章のまとめ  （１７／１７） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

次時の予告 

「文字を使った式」を学習します。 

①知識・技能 ◎この章で学んだことを利用して、演習問題を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 算数で学習した数の四則計算と関連づけて、正の数と負の数の四則計算を考

察し表現することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 正の数と負の数のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとすることができる。 

  



１８   

題 材 名 「文字を使った式 数量を文字で表すこと」 （第１時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

目   標 ようにする。 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 
学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 
導

入 
 
05 
展

開 
15 
 
 
20 
 
 
25 
 
 
30 
33 
 
45 
終

末 
50 

＊新しい章に入り、文字を使った式について学習していくことを 
伝える。 

 ・アルファベットのブロック体や筆記体を確認する。 
【めあて】 いろいろな数量を、文字を使って表す。 

①◎P.56～57 を読み、マグネットの個数を求める方法を考えさせ 
発表させる。 

 
●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 
 ・解説しながら、答え合わせをする。 
 
②「画用紙の枚数」を文字ａとして表すと簡潔に表せることを確認 

し、文字式という言葉と P.59 ふりかえりを説明する。 
 

●ワークシートの２を解かせる。 
 ・解説しながら、答え合わせをする。 
 
③P.59 例１を説明する。 
●ワークシートの３を解かせる。 
 ・解説しながら、答え合わせをする。 
【振り返り】文字を使うと、数量の関係を、簡潔に、わかりやす 

く、一般的に表せる。 
 
＊次時は文字式の積と商の表し方を学習することを予告する。 

・筆記体を学習していないこともあ 
るが、ブロック体の「ｂ」は「６」 
と間違うことがあるので、筆記体 
を使えるとよい。 

 
 
 
・マグネットと画用紙を準備して、 
実際に貼って見せると、イメージ 
しやすい。 

・他の人の考え方も理解できるか 
確認する。 

 
・抵抗なく文字を使えるように配慮 

する。 
 
・演算記号はそのままにする。 
・単位にかっこをつけて書かせる。 
 
評価のめやす 
数量の関係を文字式で表すこと

ができる。 
【技能・理解】 

 

指導のポイント 
・文字を使って数量を表すと、簡潔に表すことができる。 
数学的活動のポイント 
・マグネットの個数の数え方を考えて発表する。 
用意するもの 

①知識・技能 ◎いろいろな数量を、文字を使って表すことができる。 

②思考・判断・表現力 具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いることのよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、

文字を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



①マグネットと画用紙を実際

に貼って見せるとよい。 

①いろいろな考え方が

あることを確認させる。 

②③文字で考えると迷う生徒には、

具体的な数の場合をイメージして 

式をつくらせるとよい。 

１８   

題 材 名 「文字を使った式 数量を文字で表すこと」 （第１時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 
 
 
板 書 例  
 
  月   日  １８ 数量を文字で表す  （１／１０） 

 

 
 
 
 

 

 

 

次時の予告 

「文字式の積と商の表し方」を学習します。 

 

①知識・技能 ◎いろいろな数量を、文字を使って表すことができる。 

②思考・判断・表現力 具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いることのよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、

文字を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

必要なマグネットの個数は？ 

 

 

●ワークシート１ 

 

２×(画用紙の枚数)＋２ → ２×ａ＋２ 

 

●ワークシート２ 

P.59例１ 

 

 

●ワークシート３ 



１９   

題 材 名 「文字を使った式 文字式の表し方【１】」 （第２時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 
学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 
導

入 
 
05 
展

開 
 
12 
 
 
20 
 
 
23 
 
 
30 
 
35 
 
45 
終

末 
50 

＊前時に学習したことを振り返る。 
【めあて】 文字式の積や商の表し方を理解することができる。 

 
①文字式で積を表す方法を伝える。 
 ・ふつうはアルファベット順に書くことと、文字の前の数が「１」 
  または「－１」のときは「１」は書かないことも説明する。 
 ・P.60 例１を説明する。 
●ワークシートを配布し、ワークシートの１と２を解かせる。 
 ・解説しながら答え合わせをする。 
 
②文字式の商を表す方法を伝える。 
 ・P.61 例２を説明する。 
 ・除法を乗法に直して計算する方法も説明する。 
●ワークシートの３と４を解かせる。 

・解説しながら答え合わせをする。 
 
③記号「×」、「÷」を使わない表し方を説明する。 
・P.61 例３を説明する。 

●ワークシートの５と６を解かせる。 
・解説しながら答え合わせをする。 

 
【振り返り】積の表し方と商の表し方を確認する。 

＊次時は、文字式の表し方にしたがって、いろいろな数量を式に 
 表す学習をすることを予告する。 
 

 
 
 
 
・公式等で意味をもたせるときは、 
アルファベット順に書かないこ 
ともあることを伝える。 

・文字の前が「０.１」のときにも、 
「１」を書かない生徒がいるので 
注意する。 

・分母と分子を逆にしないように気 
をつける。 

・見かけが異なるが同じ意味である 
ことを確認する。 

 
 
・「＋」や「－」は省略できないこ 
とを強調する。 

 
 
評価のめやす 
文字式の積や商の表し方を理解 
し、問題を解くことができる。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 
・積の表し方や商の表し方を正しく利用できるようにする。 
数学的活動のポイント 
・ 

①知識・技能 ◎文字式の積や商の表し方を理解することができる。 

②思考・判断・表現力 具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いることのよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、

文字を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



①積の表し方のきまり

を確認する。 

①文字の前の数が、 

「１」または「－１」

の場合に注意する。 

②分母と分子を逆にしないように

注意する。「÷」を「/（スラッシュ）」

にすると理解しやすい。 

③逆数を使って、乗法

だけの式に直す。 

１９   

題 材 名 「文字を使った式 文字式の表し方【１】」 （第２時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 
 
板 書 例  
 
  月   日   １９ 文字式の表し方【１】  （２／１０） 

 

 

 
 
 
 
 

次時の予告 

「文字式の表し方にしたがって、いろいろな数量を式に表す」を学習します。 

 

 

 

①知識・技能 ◎文字式の積や商の表し方を理解することができる。 

②思考・判断・表現力 具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いることのよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、

文字を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

＊積の表し方 

  

P.60例１ 

 

ワークシート１，２ 

 

＊商の表し方 

 

 

 

 

P.61例２ 

 

 

●ワークシート３，４ 

 

 

 

P.61例３ 

 

 

 

●ワークシート５，６ 



２０   

題 材 名 「文字を使った式 文字式の表し方【２】」 （第３時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 
学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 
導

入 
05 
展

開 
08 
 
15 
20 
 
 
25 
 
28 
 
 
33 
 
36 
 
45 
終

末 
50 

＊前時に学習した内容を振り返る。 
 
【めあて】文字を使っていろいろな数量を式に表すことができる。 

 
①・P.62 例４を使って、代金とおつりの表し方を説明する。 
●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 
 ・解説しながら答え合わせをする。 
 
②P.62 例５を使って、速さ・時間・道のりの表し方を説明する。 
●ワークシートの２を解かせる。 

・解説しながら答え合わせをする。 
 
③P.62 例６を使って、割合の表し方を説明する。 
・％を使った割合を分数に直してから積を求めればよい。 

●ワークシートの３を解かせる 
・解説しながら答え合わせをする。 

 
④式を見て、何を意味しているか考える。 
・P.62 例７を説明する。 

●ワークシートの４と５を解かせる 
・解説しながら答え合わせをする。 
【振り返り】文字式を利用して、いろいろな数量を表せるように

なったことを確認する。 
＊P.64 練習問題と数学ライブラリ－を宿題とする。 
  次時は、式の値について学習することを伝える。 

 
 
 
・文字を使うと理解しにくい生徒に 

は、数だけの場合にどのように式 
を立てるかイメージさせる。 

・単位にかっこをつける。 
 
・速さ、時間、道のりの公式の覚え 

方を伝える。 
・速さの単位について確認する。 
 
・割合に苦手意識のある生徒が多い 

ので、コツをつかませたい。 
・小数を使ってもかまわない。 
 
 
・式が意味していることを、きちん 

と理解できるようにさせる。 
 

 
評価のめやす 
文字式を使って、いろいろな数

量を表すことができる。 
【技能・理解】 

 

指導のポイント 
・いろいろな数量を文字で表すには、線分図などを利用するとよい。 
数学的活動のポイント 
・ 

①知識・技能 ◎文字式の表し方にしたがって、いろいろな数量を式に表すことができる。 

②思考・判断・表現力 具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いることのよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、

文字を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



①文字を使うとわかりにくい場合は、

数の場合にどのように計算している

かイメージさせる。 

③割合の部分を分数に直し、基準と 

しているものとかけあわせればよい。 

④自分の立てた式が、何を表しているのか 

深く考える習慣をつけさせたい。 

２０   

題 材 名 「文字を使った式 文字式の表し方【２】」 （第３時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 
 
 
板 書 例  
 
  月   日  ２０ 文字式の表し方【２】  （３／１０） 

 

 

 
 
 
 
 

次時の予告 

「式の値」を学習します。 

①知識・技能 ◎文字式の表し方にしたがって、いろいろな数量を式に表すことができる。 

②思考・判断・表現力 具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いることのよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、

文字を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

P.62例４ 

 おつり → (出したお金)－(代金) 

 

 

●ワークシート１ 

 

 

P.62例５ 

           

 

 

●ワークシート２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P.62例６ 

 

 

 

●ワークシート３ 

 

 

P.62例７ 式の意味を考える 

 

●ワークシート４，５ 

 

 

 

 

 

 

 

み 

は じ 

②線分図を利用する。 

②み・は・じの関係を

理解させる。求めたい 

場所をかくすと、公式

になる。 



２１   

題 材 名 「文字を使った式 式の値」 （第４時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 代入
だいにゅう

、文字
も じ

の 値
あたい

、式
し き

の 値
あたい

 

領 域 等 Ａ 数と式 
学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

 

05 

 

 

 

10 

13 

 

 

20 

23 

 

 

30 

35 

 

 

45 

終

末 

50 

＊前時を振り返り、ａ℃より１８℃低い気温を確認する。 

 

【めあて】式の中の文字に数を代入して、その値を求めることが 

できる。 

①P.65 ひろげようを読ませて、「代入」、「文字の値」、「式の値」を 

説明する。 

 ・P.65問１を答えさせる。 

 

②P.65 例１と P.66例２を説明する。 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１と２を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

 

③P.66 例３と例４を説明する。 

●ワークシートの３～５を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

 

④P.67例５と例６を説明する。 

●ワークシートの６と７を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

 

【振り返り】文字に数をあてはめることを代入といい、求めた 

      結果を式の値という。 

＊P.67 練習問題は宿題にする。 

次時は文字式の加法と減法を学習することを予告する。 

・「－」は省略しないことを確認。 

 

 

 

 

 

 

・代入した後にも文字を残す生徒が 

いるので気をつけさせる。 

・数だけの式では、「×」は省略し 

ない。 

・負の数を代入するときは、かっこ 

をつける。 

 

・指数のついた文字に代入するとき 

は、かっこをつける。 

 

・文字が２種類になっても、同様に 

できる。 

 

評価のめやす 

代入や式の値の意味を理解し、 

正しく計算することができる。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・式の値を求めるには、式の中の文字に数を代入して、その値を求めればよい。 

数学的活動のポイント 

・ 

用意するもの 

①知識・技能 ◎式の中の文字に数を代入して、その値を求めることができる。 

②思考・判断・表現力 具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いることのよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、

文字を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



２１   

題 材 名 「文字を使った式 式の値」 （第４時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 代入
だいにゅう

、文字
も じ

の 値
あたい

、式
し き

の 値
あたい

 

領 域 等 Ａ 数と式 
 
 
板 書 例  

 
  月   日  ２１ 式の値  （４／１０） 

 

 

 
 
 
 
 
 

次時の予告 

「文字式の加法と減法」を学習します。 

 

①知識・技能 ◎の中の文字に数を代入して、その値を求めることができる。 

②思考・判断・表現力 具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いることのよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、

文字を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

ａ－１８ のａに２８をあてはめる 

            代入 

      計算した値を、式の値という。 

P.65例１、P.66 例２ 

 

●ワークシート１，２ 

 

 

P.66例３，例４ 

 

 

●ワークシート３，４，５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P.67例５，例６ 

 

 

 

●ワークシート６，７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②代入した後には、 

文字はなくなる。 

 

②数のかけ算では 

×は省略しない。 

②③負の数を代入するとき

は、かっこをつける。 
③指数のついた文字に、 

数を代入するときは、 

かっこをつける。 

④文字が２種類に 

なっても、考え方 

は変わらない。 



２２   

題 材 名 「文字式の計算 文字式の加法、減法【１】」 （第５時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 項
こ う

、係数
けいすう

、１次
じ

の 項
こ う

、一次式
い ち じ し き

 

領 域 等 Ａ 数と式 
学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

05 

展

開 

10 

 

15 

 

18 

 

 

23 

 

 

30 

33 

 

45 

終

末 

50 

＊文字式では、「＋」や「－」は省略しないことを思い出させる。 

【めあて】 項をまとめて計算することができる。 

①「項」と「係数」について説明する。 

 

②P.69 例１と例 2を説明する。 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

 

③「１次の項」、「一次式」について説明する。 

 

④P.70 ひろげようを読ませ、文字の部分が同じ項のまとめ方を確認 

する。 

 ・P.70例３を説明する。 

●ワークシートの２を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

 

⑤P.71 例４を説明する。 

●ワークシートの３を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

【振り返り】文字の部分が同じ項は、係数を計算することで 

まとめることができる。 

 

＊次時は、かっこがある式の加法と減法を学習することを予告する。 

 

 

・和の形に直せば、項が確認できる。 

・項や係数を答えるときは、「－」 

 を忘れないようにさせる。 

・分子に文字の場合は、文字を分数 

の後ろにつけた形で考える。 

 

 

 

・文字はそのままでよい。２乗に 

 してしまう生徒がいないか気を 

つける。 

・分配法則を使っていることを 

 確認する。 

 

・文字の項、数の項をそれぞれ 

 まとめる。 

評価のめやす 

項や係数の言葉の意味を理解

し、文字の部分が同じ項をまと

めることができる。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・文字の部分が同じ項をまとめるには、係数を計算して文字をそのままつければよい。 

数学的活動のポイント 

・ 

用意するもの 

 

①知識・技能 ◎項をまとめて計算することができる。 

②思考・判断・表現力 具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いることのよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、

文字を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



①和の形にして、項を確認する 

「－」もつけて答える。 

①分数の分子に文字がある

場合の係数に気をつける。 

⑤文字の項と数の項を

それぞれまとめる。 

２２   

題 材 名 「文字式の計算 文字式の加法、減法【１】」 （第５時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 項
こ う

、係数
けいすう

、１次
じ

の 項
こ う

、一次式
い ち じ し き

 

領 域 等 Ａ 数と式 
 
 
板 書 例  

 
  月   日  ２２ 文字式の加法、減法【１】  （５／１０） 

 

 

 
 
 
 
 

次時の予告 

「かっこのある式の加法と減法」を学習します。 

 

 

①知識・技能 ◎項をまとめて計算することができる。 

②思考・判断・表現力 具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いることのよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、

文字を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

文字の部分が同じ項をまとめる。 

P.70例３     ｍｘ＋ｎｘ＝(ｍ＋ｎ)ｘ 

 

 

●ワークシート２ 

 

 

 

P.71例４ 

 

 

●ワークシート３ 

 

④係数を計算し、文字

はそのままでよい。文

字に２乗をつけない。

分配法則を利用して

いることを確認。 

項と係数 

３ｘ＋１→３ｘ、１  

P.69例１，２ 

 

 

●ワークシート１ 

 

 

 

１次の項、一次式 

 

 

 

 



２３   

題 材 名 「文字式の計算 文字式の加法、減法【２】」 （第６時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 
学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

05 

展

開 

10 

15 

 

 

25 

30 

 

 

40 

 

 

 

45 

終

末 

 

50 

＊前時の内容を復習する。 

 

【めあて】 項をまとめて計算することができる。 

 

①P.71 ひろげようを読ませる。 

 ・かっこのはずし方を説明する。 

 ・P.72例５を使って説明する。 

●ワークシートの１を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

 

②P.73 例６を説明する。 

●ワークシートの２を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

 

●◎ワークシートの３を解かせ、考え方を発表させる。 

  

 

 

【振り返り】かっこの前が＋のときと－のときのかっこのはずし

方の違いに注意する。 

 

＊P.73 練習問題は宿題にする。 

 次時は、文字と数の乗除について学習することを予告する。 

 

 

 

 

 

・かっこの前の数が、「１」や 

「－１」のときに、分配法則を使 

ったと考えることもできる。 

・かっこをはずした式をかかせる。 

特に、かっこの前が－のときは、 

必ず書かせる。 

 

 

 

 

・１～２種類しか出されなかった 

ら、ワークシートの解答例にある 

ものを提示し、どのような考え方 

なのかを考えさせてもよい。 

 

評価のめやす 

かっこのはずし方を正しく理解

している。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・かっこのついた式の加減を行う場合、ひく場合はかっこの中の各項の符号を変える。 

数学的活動のポイント 

・ワークシート３のマグネットの個数の求め方を考えて、発表しあう。 

用意するもの 

①知識・技能 ◎項をまとめて計算することができる。 

②思考・判断・表現力 具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いることのよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、

文字を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



①かっこの前が－のとき

のミスを減らしたい。 

①かっこの前が「１」や

「－１」で、分配法則を

使ったと考えてもよい。 

②式にかっこつけるよう

指導する。 

③いろいろな数え方を考え、説明

できるようにさせる。また、他の

考え方を理解できるようにさせ

たい。 

２３   

題 材 名 「文字式の計算 文字式の加法、減法【２】」 （第６時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 
 
 
板 書 例  

 
  月   日  ２３  文字式の加法、減法【２】  （６／１０）  

 

 

 
 
 
 
 
 
次時の予告 

「文字と数の乗除」を学習します。 

 

①知識・技能 ◎項をまとめて計算することができる。 

②思考・判断・表現力 具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いることのよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、

文字を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

P.72例５ 

 

 ※かっこの前が－のときは、かっこの中の 

  各項の符号を変える。 

 

●ワークシート１ 

 

 

 

P.73例６ ２つの式をたしたりひいたりする。 

 ※かっこをつけて式をつくる。 

●ワークシート３ 

 

 

解答例 

 

 

 

 



２４   

題 材 名 「文字式の計算 文字式と数の乗法、除法【１】」 （第７時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 
学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

05 

展

開 

10 

 

 

15 

20 

 

 

28 

35 

 

 

 

 

45 

終

末 

 

50 

＊文字式の積や商の表し方を復習する。 

 

【めあて】 文字式に数をかける計算や、文字式を数でわる計算 

      ができる。 

 

①P.74 例１を使って説明する。 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。  

 

②P.74 例２を使って説明する。 

●ワークシートの２を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

 

③P.75 例３を使って説明する。 

●ワークシートの３を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

 

 

 

【振り返り】それぞれの計算方法を確認する。途中式もていねい

に書くようにした方がよい。 

 

＊次時は、項が２つの式の除法等を学習することを予告する。 

 

 

 

 

 

 

・乗法の交換法則や結合法則を利 

用していることを確認する。 

 

 

・分数の場合は、乗法に直して計算 

させる。途中式も書かせる。 

 

 

・分配法則を利用することを確認 

する。 

・負の数をかける場合は、符号が変 

わることに注意させる。 

 

 

評価のめやす 

文字と数の乗法、除法を正しく

計算することができる。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・文字式と数の乗法は、数どうしを計算する。除法は乗法に直す。項が２つの場合は、分配法則を利用する。 

数学的活動のポイント 

・ 

用意するもの 

①知識・技能 ◎文字式に数をかける計算や、文字式を数でわる計算ができる。 

②思考・判断・表現力 具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いることのよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、

文字を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



２４   

題 材 名 「文字式の計算 文字式と数の乗法、除法【１】」 （第６時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 
 
 
板 書 例  

 
  月   日  ２４ 文字式と数の乗法、除法【１】  （６／１０） 

 

 

 
 
 
 
 
 

次時の予告 

「項が２つの式の除法等」を学習します。 

①知識・技能 ◎文字式に数をかける計算や、文字式を数でわる計算ができる。 

②思考・判断・表現力 具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いることのよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、

文字を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

【復習】積や商の表し方 

 

P.74例１ 

 

 

●ワークシート１ 

 

 

 

P.74例２ 

 

●ワークシート２ 

P.75例３   

 

 

 

●ワークシート３ 

 

 

 

①交換法則や結合

法則を利用し、 

数どうし計算して

文字をつける。 

②乗法に直した式を書かせる。 

③分配法則を利用する。 

※負の数をかけた場合は、 

符号が変わる。 



２５   

題 材 名 「文字式の計算 文字式と数の乗法、除法【２】」 （第８時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 
学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

05 

展

開 

10 

 

 

 

18 

20 

 

 

25 

30 

 

 

45 

終

末 

 

50 

＊前時の復習をする。 

 

【めあて】文字式に数をかける計算や、文字式を数でわる計算が 

できる。 

 

①P.75例４を使って説明する。 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。  

 

 

②P.75 例５を使って説明する。 

●ワークシートの２を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

 

③P.76 例題１を使って説明する。 

●ワークシートの３と４を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

◎ワークシート４の誤りを説明させる。 

 

【振り返り】それぞれの計算方法の注意事項を確認する。かっこ

が必要な場合に注意する。 

 

＊P.76 練習問題の２は宿題にする。 

 次時は、関係を表す式を学習することを予告する。 

・項が２つの式では、分配法則を 

 利用する。 

 

 

 

・わる数が整数の場合、分子の項が 

２つの分数にさせない。 

・わる数が分数の場合は、乗法に直 

して分配法則を使う。 

 

・約分して分数の形にならなかっ 

た場合は、もとの分子にかっこを 

つける。 

 

・前時に学習した、項が２つの式に 

数をかける問題が２つつながっ 

ただけであることを確認する。 

・かっこの前が負の数であるとき 

の符号に気をつけさせる。 

 

評価のめやす 

項が２つの式の場合でも正しく

計算することができる。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・除法は乗法に直して、分配法則を利用する。必要なところにかっこをつける。 

数学的活動のポイント 

・ワークシート４の誤答例の誤りを、自分の言葉で説明させる。 

用意するもの 

①知識・技能 ◎文字式に数をかける計算や、文字式を数でわる計算ができる。 

②思考・判断・表現力 具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いることのよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、

文字を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



①分子の項が２つの

分数にさせない。 

約分ミスしやすい。 

③前時に学習した 

内容との関連を 

確認する。 

 

 

 

２５   

題 材 名 「文字式の計算 文字式と数の乗法、除法【２】」 （第８時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 
 
 
板 書 例  

 
  月   日  ２５ 文字式と数の乗法、除法【２】  （８／１０） 

 

 

 
 
 
 
 
 

次時の予告 

「関係を表す式」を学習します。 

①知識・技能 ◎文字式に数をかける計算や、文字式を数でわる計算ができる。 

②思考・判断・表現力 具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いることのよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、

文字を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

P.75例４ 除法→乗法 分配法則を利用 

     注意：分数を分けて約分する。 

 

 

●ワークシート１ 

 

 

 

P.75例５  

 

●ワークシート２ 

②約分して分母が１に

なったら、分子に必ず 

かっこをつける。 

P.76例題１ 

 

 

 

●ワークシート３ 

 

 

 

●ワークシート４ 

 

 

 

③誤りを説明させる。 

※①で確認済み 

③かっこの前が

負の数で、かっこ

の中に負の数が

ある場合の符号

に注意させる。 



２６   

題 材 名 「文字式の計算 関係を表す式」 （第９時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 等式
とうしき

、左辺
さ へ ん

、右辺
う へ ん

、両辺
りょうへん

、不等式
ふ と う し き

、≧、≦ 

領 域 等 Ａ 数と式 
学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

05 

展

開 

 

08 

 

 

12 

15 

 

 

18 

 

 

21 

 

 

25 

 

28 

 

33 

35 

45 

終

末 

50 

＊本時は、これまでに学習したことを利用して、関係を表す式に 

ついて学習することを伝える。 

【めあて】等しい関係や大小を表す関係を式で表し、その意味を 

説明できる。 

①P.77 を読ませて、２つの量が等しいことの表し方を説明する。 

 ・等式、左辺、右辺、両辺という用語も説明する。 

 ・P.77例１を説明する。 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１と２を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

 

②P.78 例２を説明する。 

●ワークシートの３を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

 

③P.77 ひろげようで、お金が残った場合を利用して、大小関係を 

表す式について説明する。 

 ・不等式、左辺、右辺、両辺という用語も説明する。 

●ワークシートの４を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

 

④P.79 例３を使って説明する。 

 ・以上、以下という意味や記号を説明する。 

●ワークシートの５を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

⑤P.79 例４を使って、関係を表す式の意味を説明する。 

●ワークシートの６を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

【振り返り】２つの量が等しい(どちらかが大きいまたは小さい) 

            という関係を式にしている。先頭に＝はつけない。 

＊次時は章のまとめを学習することを予告する。 

 

 

 

 

・これまでのように計算問題と答 

えをつなぐための記号とは意味 

が異なることを注意する。 

・これまでの習慣で、左辺の左側に 

「＝」を書く生徒が多いので注意 

する。 

・線分図などでイメージをつかませ 

るとよい。 

・異なる表し方も確認する。 

 

・不等号の読み方に注意する。 

 「大なり」や「小なり」は、学習 

指導要領には表記されていない。 

・「～より小さい」は、「未満」と 

・意味をつかみきれず、不等号の向 

きを逆にしてしまうことがある 

ためていねいに指導する。 

 

 

 

・式の意味をきちんとつかませる。 

 

 

評価のめやす 

２つの量の関係を式で表せる。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・２つの量の関係を式に表しているので、計算問題を解いているのとは異なることを確認する。 

数学的活動のポイント 

①知識・技能 ◎等しい関係や大小を表す関係を式で表し、その意味を説明することができる。 

②思考・判断・表現力 具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いることのよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、

文字を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



①左と右が等しいこと

を表している。＝は間

に書くだけである。 

②線分図などを使って、

関係をつかませる。 

②自分の答えとは異な

る式の意味を確認する。 

③問題の意味がつかみ

きれず、不等号の向きを

逆にする生徒に注意。 

２６   

題 材 名 「文字式の計算 関係を表す式」 （第９時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 等式
とうしき

、左辺
さ へ ん

、右辺
う へ ん

、両辺
りょうへん

、不等式
ふ と う し き

、≧、≦ 

領 域 等 Ａ 数と式 
 

 

板 書 例  

 

  月   日  ２６ 関係を表す式  （９／１０） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次時の予告 

「章のまとめ」を学習します。 

①知識・技能 ◎等しい関係や大小を表す関係を式で表し、その意味を説明することができる。 

②思考・判断・表現力 具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いることのよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、

文字を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

等しい関係を表す式 

 

P.77例１ 

●ワークシート１、２ 

 

 

P.78例２ 

 

 

●ワークシート３ 

 

大小関係を表す式 

 
●ワークシート４ 

 

 

P.79例３ 

 

●ワークシート５ 

 

P.79例４ 

 

●ワークシート６ 

 

③不等号の読み方 

に注意する。 

④式の意味を考える習慣を

つけさせたい。 



２７   

題 材 名 「文字の式 章のまとめ」 （第１０時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 
学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

05 

 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45 

 

終

末 

50 

＊この章で学んだことのまとめに取り組むことを伝える。 

 

 

【めあて】この章で学んだことを利用して、演習問題に取り組む。 

 

①P.84～85 を解かせる。 

 ・基本問題に取り組んだ方がよい生徒は、P.82～83を解かせる。 

 ・適当なところで時間を区切り、答え合わせをする。 

 ・解説が必要な問題は、解き方を説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【振り返り】文字式について理解し、基本問題や応用問題を         

      解ける。 

 

＊やり残した問題は宿題にする。 

 次時は、第３章の方程式を学習することを予告する。 

 

 

 

 

 

・机間巡視をして、つまずいている 

 生徒に助言する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価のめやす 

文字式について理解し、文字を

使った計算等ができる。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・この章で学んだ内容を振り返る。基本が身についている生徒は、P.85の問題を中心に取り組む 

数学的活動のポイント 

・ 

用意するもの 

 

①知識・技能 ◎この章で学んだことを利用して、演習問題を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いることのよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、

文字を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



２７   

題 材 名 「文字の式 章のまとめ」 （第１０時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 
 
板 書 例  

 
  月   日  ２７ 章のまとめ  （１０／１０） 

 

 

 
 
 
 
 

 

次時の予告 

「方程式とその解」を学習します。 

 

 

①知識・技能 ◎この章で学んだことを利用して、演習問題を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 文字を用いることのよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、

文字を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

  



２８   

題 材 名 「方程式 方程式とその解」 （第１時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 方程式
ほうていしき

、解
か い

、方程式
ほうていしき

を 解
と

く 

領 域 等 Ａ 数と式 
学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

05 

展

開 

15 

20 

 

 

 

30 

35 

 

 

 

45 

終

末 

50 

＊文字式で学習した、関係を表す式を思い出させる。  

【めあて】 方程式とその解について理解する。 

 

①P.88 を読み、「方程式」、「解」、「方程式を解く」ことについて 

 説明し、例１を使って説明する。 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。  

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

②P.89 のひろげようを読み、等式の性質をイメージさせる。 

 ・イメージができたところで、「等式の性質」について板書し、 

  メモをとらせる。 

◎「等式の両辺を同じ数でわっても、等式は成り立つ。」で、注意す 

べきことは何か考えさえる。 

③P.90 例２を使って、等式の性質を使うことで、方程式が解ける 

ことを説明する。 

●ワークシートの２を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

【振り返り】等しい関係を表す式を成り立たせる値をみつける。 

等式の性質を利用すると能率よく解くことができる。 

＊次時は、等式の性質を利用した解き方に取り組むことを予告する。 

・等しい関係を表す式で学習した 

 ことと関連させる。 

 

 

 

 

 

・てんびんがつりあっている状態を  

 イメージさせる。 

・てんびんがあれば、実際に見せな 

がら説明するとよい。 

・０でわる場合はないことを確認。 

・左辺がｘだけになるにすればよい 

ことを強調する。 

・「＝」は縦にそろえて書かせる。 

・求めたｘを、もとの問題に代入し 

 て。検算する習慣をつけさせる。 

評価のめやす 

方程式とその解の意味を理解し

ている。   【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・等式を成り立たせる値を求める。代入して成り立つ場合をみつけてもよいが、等式の性質を利用すれば、 

 能率よく解くことができる。（次時にくわしく学習する。）途中式の書き方は、「＝」を先頭に書いたり、 

 横につないで書いたりせずに、縦にそろえることが大切である。 

数学的活動のポイント 

・両辺を同じ数でわる場合に、ぬかさなければならない場合は何かを考えさせる。 

用意するもの 

①知識・技能 ◎方程式とその解について理解することができる。 

②思考・判断・表現力 等式の性質を基にして、方程式を解く方法を考察し表現することができる。

具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 方程式のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、方程式を活

用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



①前章で学習した等式

と関連させる。 

②てんびんをイメージさせる。 

実際に見せながら説明できると 

よい。 

②等式の性質の４では、 

０でわる場合はないこ

とを確認する。 

③等式の性質をどのように使用した

のかわかるように途中式をかく。 

③「＝」を縦にそろえて

書いているか確認する

 

③解が求められたら、 

必ず検算する習慣をつ

けさせたい。 

２８   

題 材 名 「方程式 方程式とその解」 （第１時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 方程式
ほうていしき

、解
か い

、方程式
ほうていしき

を 解
と

く 

領 域 等 Ａ 数と式 
 
 
板 書 例  

 
  月   日  ２８ 方程式とその解  （１／１０） 

 

 
 
 
 
 
次時の予告 

「等式の性質を利用した解き方」を学習します。 

 

①知識・技能 ◎方程式とその解について理解することができる。 

②思考・判断・表現力 等式の性質を基にして、方程式を解く方法を考察し表現することができる。

具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 方程式のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、方程式を活

用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

方程式… 

解… 

P.88例１ 

 

●ワークシート１ 

 

P.89ひろげよう 

 

 

 

 

 

 

P.90例２ 

 

●ワークシート２ 

 

 

 

 

③左辺がｘだけになる

ように、等式の性質を 

使う。 



２９   

題 材 名 「方程式 等式の性質を使用して方程式を解く」 （第２時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 等式
とうしき

の 性質
せいしつ

 

領 域 等 Ａ 数と式 
学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

05 

08 

展

開 

18 

21 

 

 

30 

33 

 

 

 

36 

 

45 

終

末 

50 

＊前時に学習した等式の性質や方程式の解き方を復習する。 

 

【めあて】等式の性質を利用して、方程式が解けるようにする。  

①P.90 例３を使って、説明する。 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

 

②P.91 例４を説明する。 

●ワークシートの２を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

 

③P.91 例５を説明する。 

●ワークシートの３を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

◎例４と例５の関連を考えさせる。 

 

●◎ワークシートの４を解かせ、自分の解き方を発表させる。 

 

【振り返り】等式の性質を使って、左辺をｘだけにすればよい。 

 

＊次時は、方程式を能率よく解く方法を学習することを予告する。 

・解き終わったら、検算することを 

 忘れないようにさせる。 

 

 

・２行目の先頭に「＝」を書く 

 生徒がいないか気をつける。 

 

・分母と同じ数を両辺にかければ 

よいことを確認する。 

 

 

・両辺を係数でわればよい。 

・分数の場合は、逆数をかければ 

 よいので、結果的に分母と同じ 

 数をかけることになる。 

 

評価のめやす 

等式の性質を使って、方程式を

解くことができる。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・等式の性質を利用して、左辺がｘだけになるようにすれば、方程式を解くことができる。 

数学的活動のポイント 

・分数が係数の場合、係数でわっているのと分母と同じ数をかけていることが同じであることを考えさせる。 

・ワークシートの４をいろいろな方法で解き、それを発表しあう。 

用意するもの 

①知識・技能 ◎等式の性質を利用して、方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 等式の性質を基にして、方程式を解く方法を考察し表現することができる。

具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 方程式のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、方程式を活

用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



①先頭に「＝」をつけて

いないか注意する。 

②分母と同じ数を両辺

にかければよい。 

③ｘの係数で両辺を

わればよい。 

③いろいろな解き方を

発表させたい。 

２９   

題 材 名 「方程式 等式の性質を使用して方程式を解く」 （第２時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 等式
とうしき

の 性質
せいしつ

 

領 域 等 Ａ 数と式 
 
 
板 書 例  

 
  月   日  ２９ 等式の性質を使用して方程式を解く  （２／１０） 

 

 

 
 
 
 
 

次時の予告 

「方程式を能率よく解く方法」を学習します。 

 

①知識・技能 ◎等式の性質を利用して、方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 等式の性質を基にして、方程式を解く方法を考察し表現することができる。

具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 方程式のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、方程式を活

用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

P.90例１  

 

●ワークシート１ 

 

 

 

 

P.91例４ 

 

●ワークシート２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P.91例５ 

 

●ワークシート３ 

 

 

 

 

●ワークシート４ 

 その１    その２ … 



３０   

題 材 名 「方程式 方程式の解き方【１】」 （第３時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 移項
い こ う

 

領 域 等 Ａ 数と式 
学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

05 

展

開 

15 

 

20 

 

23 

 

 

30 

 

33 

 

40 

 

45 

終

末 

50 

＊前時に学習したことを復習する。 

【めあて】移項を利用して、方程式が解けるようにする。 

①P.92 ひろげようを読み、移項について説明する。 

 例１を使って、途中の式の書き方などを確認する。 

 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

 

②P.93 の例２を使って、右辺から左辺への移項、文字の項の移項 

 もできることを確認する。 

●ワークシートの２を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

 

③P.93 の例題１を使って、項が４個の場合でも同様にできることを 

 確認する。 

●ワークシートの３を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

●◎ワークシートの４を解かせ、自分の解き方を発表させる。 

 

【振り返り】移項を利用すると、能率よく方程式を解くことが 

      できる。 

＊次時は、いろいろな方程式を解くことを予告する。 

 

 

・等式の性質の１や２を利用して 

 いる。 

・同じ辺の中で項を動かしただけ 

 で符号を変えていないか注意 

する。 

 

・移項と係数を１にすることを 

 混同させない。 

 

 

 

・左辺に文字の項、右辺に数の項を 

集めるとよいことを確認する。 

 

 

・等式の両辺を入れかえてもよい 

 ことを確認する。 

評価のめやす 

移項を利用して方程式を解くこ

とができる。  【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・等式の性質の１と２を利用することで、移項（「＝」をまたいで項を動かすと符号が変わる）が利用できる。 

・移項を利用して、左辺に文字の項、右辺に文字の項を集めて、最後に両辺を係数でわる。 

数学的活動のポイント 

・移項を使って解く方法と両辺を入れかえて解く方法の違いを説明する。 

①知識・技能 ◎移項を利用して、方程式が解くことができる。 

②思考・判断・表現力 等式の性質を基にして、方程式を解く方法を考察し表現することができる。

具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 方程式のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、方程式を活

用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



①移項について正しく

理解させる。 

③左辺に文字の項、右辺

に数の項を集める。 

３０   

題 材 名 「方程式 方程式の解き方【１】」 （第３時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 移項
い こ う

 

領 域 等 Ａ 数と式 
 
 
板 書 例  

 
  月   日   ３０ 方程式の解き方【１】  （３／１７） 

 

 

 
 
 
 
 
次時の予告 

「いろいろな方程式の解き方」を学習します。 

 

①知識・技能 ◎移項を利用して方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 等式の性質を基にして、方程式を解く方法を考察し表現することができる。

具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 方程式のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、方程式を活

用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

②右辺から左辺へ、文字の項を

移項することも可能である。 

移項 

P.92例１ 

 

●ワークシート１ 

   

 

P.93例２ 

 

●ワークシート２ 

 

 

 

 

P.93例題１   

  

 

●ワークシート３ 

 

 

 

 

●ワークシート４ 

 ８＝３ｘ＋５ 

 

③左辺と右辺を入れかえる方法

も利用できるようにさせたい。 

①両辺を係数で

わるときに、係数

の符号を変えて

右辺に動かして

いないか注意。 



３１   

題 材 名 「方程式 方程式の解き方【２】」 （第４時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 一次
い ち じ

方程式
ほうていしき

 

領 域 等 Ａ 数と式 
学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

05 

展

開 

10 

 

 

20 

25 

 

 

 

30 

 

 

 

45 

終

末 

50 

＊前時に学習した、移項を利用する解き方を復習する。  

 

【めあて】 いろいろな方程式が解ける。 

①P.94 例題２を使って、かっこがある方程式の解き方を説明する。 

 

 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

 

②P.94 例題３を使って、分数をふくむ方程式の解き方を説明する。 

●ワークシートの２を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

 

 

●◎ワークシートの３を解かせる。自分のくふうを発表させる。 

 

③一次方程式について説明し、解き方の手順を再確認する。 

 

【振り返り】等式の性質を利用することで、いろいろな方程式を 

      解くことができる。 

 

＊次時は、比と比例式について学習することを予告する 

 

 

 

・かっこをはずしてから解く。 

・分配法則が利用できる。 

 

 

・分数のまま解くこともできるが、 

 両辺に分母の公倍数をかけて、分 

数をふくまない式に直すと解き 

やすい。→分母をはらうという。 

・計算問題では、分母ははらえず、 

 通分しなければならない。 

・分子にかっこをつける。 

・かっこをはずす前のくふうに 

 気づかせたい。 

・小数点以下の桁数が異なる場合に 

ミスが出ないように気をつける。 
 

評価のめやす 

等式の性質を利用して、いろい

ろな方程式を解くことができ

る。    【技能・理解】 

指導のポイント 

・分配法則を利用してかっこをはずしたり、分数をふくむ方程式を分数をふくまない式に変形したりすれば、 

 いろいろな方程式を解くことができる。 

数学的活動のポイント 

・ワークシートの３の解き方のくふうを考え、自分のくふうを発表する。 

①知識・技能 ◎いろいろな方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 等式の性質を基にして、方程式を解く方法を考察し表現することができる。

具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 方程式のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、方程式を活

用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



①分配法則を利用して

かっこをはずす。 

②方程式では、等式の性質が利用

できるので、分母をはらうことが

できる。 

②約分して残った数を分子にかけ

るときに、分子にかっこをつける。 

②いろいろなくふうを 

お互いに伝えさせたい 

３１   

題 材 名 「方程式 方程式の解き方【２】」 （第４時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 一次
い ち じ

方程式
ほうていしき

 

領 域 等 Ａ 数と式 
 
 
板 書 例  

 
  月   日  ３１ 方程式の解き方【２】  （４／１０） 

 

 

 
 
 
 
 

次時の予告 

「比と比例式」を学習します。 

 

①知識・技能 ◎いろいろな方程式を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 等式の性質を基にして、方程式を解く方法を考察し表現することができる。

具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 方程式のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、方程式を活

用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

●ワークシート３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

一次方程式 

 

P.94例２ かっこがある方程式 

      ※分配法則を利用する。 

 

●ワークシート１ 

 

 

P.94例３ 分数をふくむ方程式 

     ※両辺に分母の公倍数をかける。 

      「分母をはらう」という。 

 

●ワークシート２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３２   

題 材 名 「方程式 比と比例式」 （第５時／全１０時間） 

目   標  

用語・記号 比
ひ

の 値
あたい

、比例式
ひ れ い し き

、比例式
ひ れ い し き

を 解
と

く、内項
ないこう

の 積
せ き

、外
が い

項
こ う

の 積
せ き

 

領 域 等 Ａ 数と式 
  
学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

05 

展

開 

10 

 

15 

 

 

25 

 

 

35 

 

 

 

45 

終

末 

 

50 

＊小学校で学習した比について復習する。  

 

【めあて】比例式の性質を使って比例式を解ける。 

 

①P.97 を読み、「比の値」、「比例式」について説明する。 

 

②P.97 ひろげようを読み、比が等しいと比の値が等しくなることを 

 確認し、「比例式を解く」という言葉を伝える。 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

 

③比の値を使った解き方の途中式を変形すると、比例式の性質が 

 成り立つことを説明する。 

  ａ：ｂ＝ｃ：ｄ ならば ａｄ＝ｂｃ 

④P.98 例１を使って説明する。   

●ワークシートの２を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

◎比例式を解くときに、くふうできることはないか考えて、発表 

 させる。 

【振り返り】比例式の性質を利用すると、比例式を方程式に 

直して解くことができる。 

 

＊P.98 練習問題は宿題とすることを伝える。 

次時は、方程式の利用について学習することを予告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・比の値を使って解かせる。 

 

・内項の積と外項の積は等しい。 

・両辺の前の項どうしの積と後ろの 

 項どうしの積が等しくなると勘 

違いしないように注意する。 

 

 

・比を簡単にしてから解く。 

・右辺の積を計算せずに、最後に 

 ｘの係数でわってもよい。 

 

評価のめやす 

比例式の性質を利用して、比例

式を解くことができる。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・比の値が等しいことを利用した式から、比例式の性質をみつけることができる。 

 比例式の性質を利用すれば、分数がふくまれる式にならないため解きやすくなる。 

数学的活動のポイント 

・比例式を解くときのくふうを考えて発表させる。 

用意するもの 

 

 

①知識・技能 ◎比例式の性質を使って比例式を解けるようにする。 

②思考・判断・表現力 等式の性質を基にして、方程式を解く方法を考察し表現することができる。

具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 方程式のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、方程式を活

用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



①用語について

説明する。 

３２   

題 材 名 「方程式 比と比例式」 （第５時／全１０時間） 

目   標  

用語・記号 比
ひ

の 値
あたい

、比例式
ひ れ い し き

、比例式
ひ れ い し き

を 解
と

く、内項
ないこう

の 積
せ き

、外
が い

項
こ う

の 積
せ き

 

領 域 等 Ａ 数と式 

 
板 書 例  

 
  月   日   ３２ 比と比例式  （５／１０） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

次時の予告 

「方程式の利用」を学習します。 

①知識・技能 ◎比例式の性質を使って比例式を解けるようにする。 

②思考・判断・表現力 等式の性質を基にして、方程式を解く方法を考察し表現することができる。

具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 方程式のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、方程式を活

用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

②比の値が等しいこと

を使って解く。 

比の値→ 

 

比例式→ 

 

P.97ひろげよう 

  ｘ：４＝３：７ 

 

 

●ワークシート１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P.98例１ 

 

 

●ワークシート２ 

 

※くふうできることは？ 

 

③比例式の性質

を説明する。 

③ａｃ＝ｂｄと 

勘違いさせない。 

④文字の出てくる

組み合わせを、左辺

に書くとよい。 

④いろいろなくふうができる

ことをみつけさせたい。 



３３   

題 材 名 「方程式の利用 方程式の利用【１】」 （第６時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

05 

展

開 

 

 

15 

 

 

25 

 

 

 

 

45 

終 

末 

 

50 

＊方程式を利用して、いろいろな文章題に取り組むことを伝える。 

 

【めあて】 方程式を利用して、いろいろな問題が解ける。 

 

①P.100を読み、年齢の問題について説明する。 

 ・何を文字で表すか決めて、数量の関係を式にする。 

 ・式がつくれたら、解を求めるところまで生徒に解かせる。 

 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

 

●ワークシートの２を解かせる。 

◎(２)の問題で、方程式の解がどんなことを意味するのか考え、 

 発表させる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

 

【振り返り】自分の身のまわりの疑問を解決するために、方程式 

をつくって解くことができる。 

 

＊次時は、代金や過不足の問題を学習することを予告する。 

 

 

 

 

 

・線分図や表を利用すると考えやす 

くなる。 

・何を文字で表したのか、単位もつ 

けて必ず書かせる。 

・求めた答えが問題に適しているか 

確認する。 

 

 

 

 

 

評価のめやす 

文章を読んで方程式をつくり、 

解を求めることができる。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・求めたい数量を文字で表して、関係を表す式をつくって、方程式を解く。何を文字で表したのか必ず書かせ、 

 単位についても確認する。求めた答えが、問題に適しているかも考える必要がある。 

数学的活動のポイント 

・方程式の解が－３となったことが、何を意味するのか考えて発表する。 

用意するもの 

 

①知識・技能 ◎方程式を利用して、いろいろな問題を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 等式の性質を基にして、方程式を解く方法を考察し表現することができる。

具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 方程式のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、方程式を活

用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



①何を文字で表す 

のか？単位は？ 

P.100 先生の年齢がけいたさんの年齢の３倍に 

   なるのは何年後か？ 

 

    ｘ年後に３倍になるとすると 

    ５３＋ｘ＝３（１３＋ｘ） 

          

 

 

 

●ワークシート１ 

 

 

 

 

 

３３   

題 材 名 「方程式の利用 方程式の利用【１】」 （第６時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 

 
 
板 書 例  

 
  月   日  ３３ 方程式の利用【１】  （６／１０） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

次時の予告 

「代金や過不足の方程式の問題」を学習します。 

①知識・技能 ◎方程式を利用して、いろいろな問題を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 等式の性質を基にして、方程式を解く方法を考察し表現することができる。

具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 方程式のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、方程式を活

用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

①式をつくった後

は、生徒に解かせる。 

①答えは適しているか。 

●ワークシート２ 

 

 

 

 

 

◎(２)の答え －３年後の意味は？ 

①線分図を使ってみる。 ②答えの意味を考えて、

発表させる。 



３４   

題 材 名 「方程式の利用 方程式の利用【２】」 （第７時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

05 

展

開 

10 

 

 

20 

25 

 

35 

 

 

 

45 

終

末 

50 

＊方程式を利用して、いろいろな文章題に取り組むことを伝える。 

 

【めあて】 方程式を利用して、いろいろな問題が解ける。 

 

①P.102 例題１を使って、【代金の問題】について説明する。 

 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

 

②P.103 例題２を使って、【過不足の問題】について説明する。 

●ワークシートの２を解かせる。 

 

●早く解き終わった生徒には、あめの個数をｘ個として、例題２を 

 解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

◎どちらの解き方の方が考えやすいか、自分の考えを発表させる。 

 

【振り返り】代金の問題や過不足の問題を、方程式をつくって 

      解くことができる。 

＊次時は、速さ・時間・道のりの問題を学習することを予告する。 

 

 

 

・問題文の表現から数量の関係を式 

に表現する。 

・線分図や表を利用すると考えやす 

くなる。 

・何を文字で表したのか、単位もつ 

けて必ず書かせる。 

・求めた答えが問題に適しているか 

確認する。 

 

 

・どちらで解いても答えは変わらな 

いことを確認する。 

 

・どちらの方が考えやすいか感じた 

ことを発表させる。 

評価のめやす 

文章を読んで方程式をつくり、 

解を求めることができる。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・代金や過不足の関係を方程式に表し、その方程式を解かせる。何を文字で表すかをきちんと書かせたり、 

 求めた答えが問題に適しているか確認させる。 

数学的活動のポイント 

・人数をｘ人とした場合と、雨の個数をｘ個とした場合のどちらが解きやすいと感じるか、自分の意見を 

 発表させる。 

用意するもの 

①知識・技能 ◎方程式を利用して、いろいろな問題を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 等式の性質を基にして、方程式を解く方法を考察し表現することができる。

具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 方程式のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、方程式を活

用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



①問題文から数量の 

関係を式にする。 

①何を文字で表し

たのか、単位もつけ

て書かせる。 

①②線分図を利用すると、

考えやすくなる。 

３４   

題 材 名 「方程式の利用 方程式の利用【２】」 （第７時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 

 
 
板 書 例  

 
  月   日  ３３ 方程式の利用【２】  （７／１０） 

 

 

 
 
 
 
 

次時の予告 

「速さ・時間・道のりの問題」を学習します。 

 

①知識・技能 ◎方程式を利用していろいろな問題を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 等式の性質を基にして、方程式を解く方法を考察し表現することができる。

具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 方程式のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、方程式を活

用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

P.102例題１ 代金の問題 

 
 

 

 

●ワークシート１ 

 

 

 

 

 

P.103例題２ 過不足の問題 

 

 

●ワークシート２ 

 

 

例題２の別解 

 

 

 

 

 

 

 

①答えが問題に適し

ているか確認する。 

①解答欄には、求めよと指示

されたことを書く。ｘ＝△と

書いてはいけない。 

◎どちらの方が、考えやすい

と感じたか発表させる。 



３５   

題 材 名 「方程式の利用 方程式の利用【３】」」 （第８時／全１０時間） 

目   標  

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 

 学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

05 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

20 

 

25 

 

 

 

45 

 

終

末 

50 

＊文章を読んで方程式を解くときに、気をつけることを確認する。 

 

【めあて】 速さ・時間・道のりの問題を解けるようにする。 

 

①P.104 例題３を使って、【速さ・時間・道のりの問題】について 

説明する。式をつくった後は、生徒に解かせる。 

 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 

・解説しながら答え合わせをする。 

◎余裕のある生徒には、家からｘｍのところで弟に追いつくと 

 して、方程式をつくらせてみる。 

 

 

②P.105 文字を使って方程式を解く手順を確認する。 

 

●ワークシートの２と３を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

 

 

【振り返り】速さ・時間・道のりの関係に目をつけて式をつくれ

ばよい。以前学習した割合の求め方を思い出して式をつくる。 

 

４．次時は、比例式を利用することを予告する。 

 

 

 

・速さ、時間、道のりの関係を確認 

する。 

・線分図や表を利用すると考えやす 

くなる。 

・それぞれの表す量の単位も確認 

する習慣をつけさせたい。 

 

・基礎を定着させたい生徒は、別の 

 考え方で解かせると、どちらも 

 中途半端になってしまうので、 

 注意が必要である。 

 

・求めたい数量を文字で表すことが 

多いが、例外もあることに注意。 

・解が、問題にあっているか確認 

させる。 

 

評価のめやす 

速さ・時間・道のりの関係から

方程式をつくり、正しく解くこ

とができる。  【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・速さ・時間・道のりの関係を利用して、線分図や表を使って、関係を式にできるようにする。 

数学的活動のポイント 

・道のりをｘｍとして式をつくるとどうなるか考えさせる。 

用意するもの 

①知識・技能 ◎方程式を利用して、いろいろな問題を解けるようにする。 

②思考・判断・表現力 等式の性質を基にして、方程式を解く方法を考察し表現することができる。

具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 方程式のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、方程式を活

用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



①線分図や表を利用

するとよい。 

３５   

題 材 名 「方程式の利用 方程式の利用【３】」 （第８時／全１０時間） 

目   標  

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 

 
 
板 書 例  

 
  月   日   ３５ 方程式の利用【３】  （８／１０） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

次時の予告 

「比例式の利用」を学習します。 

①知識・技能 ◎方程式を利用して、いろいろな問題を解けるようにする。 

②思考・判断・表現力 等式の性質を基にして、方程式を解く方法を考察し表現することができる。

具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 方程式のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、方程式を活

用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

①速さ・時間・道のりの問題

では、単位を意識させる。 

①方程式の解が、答えとして

適さないこともある。 

P.104例題３ 速さ・時間・道のりの問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ワークシート１ 

 

◎別解の式は… 

 

 

●ワークシート２，３ 

①式をつくった後

は、生徒に解かせる。 

◎別解のあつかい

には配慮が必要。 

②求めたい数量を文字で表す

ことが多いが、例外もあること

にもふれておく。 



３６   

題 材 名 「方程式の利用 比例式の利用」 （第９時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

05 

展

開 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45 

 

終

末 

 

50 

＊以前学習した、比例式の性質を復習する。 

 

【めあて】 比に着目して比例式をつくり方程式を解く。 

 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。   

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

 

①P.106 例題１を使って、【比例式を利用する問題】を説明する。 

 

●ワークシートの２を解かせる。 

 ・解説しながら、答え合わせをする。 

◎能率よく解くためにくふうした生徒がいたら発表させる。 

 

 

●ワークシートの３，４，５を解かせる。 

 ・終わった分は解説と答え合わせをする。 

 

【振り返り】問題文を読んで比例式をつくり、比例式の性質を 

      使えばよい。 

 

＊ワークシートの終わらなかった問題は宿題にする。 

 次時は、章のまとめをすることを予告する。 

・内項の積と外項の積が等しくなる 

ことを確認する。 

 

 

 

 

 

・初めの式が立てられたら、残りは 

各自に解かせてもよい。 

・かっこをはずす前に、両辺を同じ 

数でわった方が、計算しやすくな 

ることに気づかせたい。 

・最後に、解が問題にあっているか 

確認させる。 

 

 

 

評価のめやす 

比に着目して比例式をつくり、 

問題を解くことができる。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・問題を読み比例式をつくり、比例式の性質を利用して解けばよい。 

数学的活動のポイント 

・比例式を解くときに、くふうしたことを発表させる。 

用意するもの 

 

①知識・技能 ◎方程式を利用して、いろいろな問題を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 方程式、比例式を具体的な場面で活用することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 方程式のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、方程式を活

用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



比例式の解き方

の復習をする。 

いろいろな方程式 

復習をする。 

３６   

題 材 名 「方程式の利用 比例式の利用」 （第９時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 

 
 
板 書 例  

 
  月   日  ３６ 比例式の利用  （９／１０） 

 

 

 
 
 
 
 

 

次時の予告 

「章のまとめ」を学習します。 

 

①知識・技能 ◎方程式を利用していろいろな問題を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 方程式、比例式を具体的な場面で活用することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 方程式のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、方程式を活

用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

【復習】比例式の性質 

 

●ワークシート１ 

 

 

P.106例題１ 

薄力粉と砂糖をｘｇずつ増やすとする 

  (152＋ｘ)：(32＋ｘ)＝140：40 

 

 

 

●ワークシート２ 

 

 

 

 

 

①どんなくふうが 

できるか伝え合う。 

ワークシート３，４，５ 

①つづきは生徒に

解かせてもよい。 



３７   

題 材 名 「方程式 章のまとめ」 （第１０時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

 

05 

展

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45 

 

終

末 

50 

＊この章で学習したことを振り返る。 

 

【めあて】この章で学んだことを利用して、演習問題に取り組む。 

 

①P.110～111を解かせる。 

 ・基本問題に取り組んだ方がよい生徒は、P.108、110を解かせる。 

 ・適当なところで時間を区切り、答え合わせをする。 

 ・解説が必要な問題は、解き方を説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【振り返り】方程式を利用して、いろいろな問題を解くことが 

できる。 

 

＊やり残した問題は宿題にする。 

 次時は、第４章の変化と対応を学習することを予告する。 

 

 

 

 

 

・机間巡視をして、つまずいている 

生徒に助言をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価のめやす 

方程式を利用して、いろいろな

問題を解ける。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・この章で学んだ内容を振り返る。基本が身についている生徒は、P.111 の問題を中心に取り組む。 
数学的活動のポイント 

・ 

用意するもの 

 

①知識・技能 ◎この章で学んだことを利用して、演習問題をとくことができる。 

②思考・判断・表現力 等式の性質を基にして、方程式を解く方法を考察し表現することができる。

具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 方程式のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、方程式を活

用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



３７   

題 材 名 「方程式 章のまとめ」 （第１０時／全１０時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号  

領 域 等 Ａ 数と式 

 
 
板 書 例  

 
  月   日  ３７ 章のまとめ  （１０／１０） 

 

 

 
 
 
 
 

次時の予告 

「変化と対応」を学習します。 

 

①知識・技能 ◎この章で学んだことを利用して、演習問題を解くことができる。 

②思考・判断・表現力 等式の性質を基にして、方程式を解く方法を考察し表現することができる。

具体的な場面と関連づけて、一次式の加法と減法の計算の方法を考察し表現

することができる。 

③主体的に取り組む姿勢 方程式のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、方程式を活

用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

  



３８   

題 材 名 「関数 関数【１】」 （第１時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 変数
へんすう

、ｙはｘの 関数
かんすう

である 

領 域 等 Ｃ 関数 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

05 

展

開 

 

15 

 

 

25 

 

35 

 

 

45 

 

終

末 

 

50 

＊P.114 ひろげようを読んで、問題を考える  

 

【めあて】 ともなって変わる２つの数量の関係について学ぶ。 

 

①変数の意味、関数の定義について説明する。 

◎身のまわりにあるともなって変わる２つの数量をみつけさせ、 

 何が何の関数になっているか発表させる。 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

 

②P.115 例１を使って説明する。 

 

●ワークシートの２を解かせる。 

 

 

【振り返り】ｘの値を決めると、それに対してｙの値がただ１つ

に決まるとき、ｙはｘの関数であるという。 

 

 

＊次時は、変数の範囲などについて学習することを予告する。 

 

 

・関数の定義を理解しにくい生徒が 

多いので、ていねいに説明する。 

・ただ１つに決まることが大切。 

・ｘとｙを逆に覚えてしまうことが 

あるので気をつける。 

 

 

 

 

・方眼黒板があれば、マグネットを 

置いてイメージをつかませる。 

 

 

評価のめやす 

関数の定義を理解している。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・関数の定義を正しく理解させ、身のまわりの関数であるものとそうでないものを判断する。変数の値から 

 グラフを書かせてみる。 

数学的活動のポイント 

・身のまわりにあるともなって２つの量で、何が何の関数か考え発表させる。 

用意するもの 

・方眼黒板、マグネット 

 

①知識・技能 ◎ともなって変わる２つの数量の関係について理解することができる。 

②思考・判断・表現力 比例、反比例として捉えられる２つの数量について、表、式、グラフを用い

て調べ、それらの変化や対応の特徴を見いだすことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 比例、反比例のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、比例、

反比例を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



３８   

題 材 名 「関数 関数【１】」 （第１時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 変数
へんすう

、ｙはｘの 関数
かんすう

である 

領 域 等 Ｃ 関数 

 
 
板 書 例  

 
  月   日  ３８ 関数  （１／１２） 

 

 

 
 
 
 
 
 

次時の予告 

「変数の範囲」を学習します。 

 

①知識・技能 ◎ともなって変わる２つの数量の関係について理解することができる。 

②思考・判断・表現力 比例、反比例として捉えられる２つの数量について、表、式、グラフを用い

て調べ、それらの変化や対応の特徴を見いだすことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 比例、反比例のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、比例、

反比例を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

①関数の定義を、 

正しく理解させる。 

②方眼黒板やマグ

ネットを利用して 

説明する。 

①身のまわりにあるともなって

変わる２つの量は？ 関数？ 

変数→ 

 

関数→ 

 

 

 

 

 

 

●ワークシート１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P.115例１ 

     

 

 

 

 

●ワークシート２ 

 

 

 

 

 

 

①何は何の関数な

のか、正しくいえ

るようにする。 

 



３９   

題 材 名 「関数 関数【２】」 （第２時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 変域
へんいき

 

領 域 等 Ｃ 関数 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

 

05 

展

開 

10 

 

 

20 

 

 

30 

 

 

45 

 

終

末 

 

50 

＊変数の意味と関数の定義について復習する。 

 

【めあて】変化や対応の様子を調べたり、変域を表したりする 

ことができる。 

 

①P.116 例２を使って説明する。 

 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる・ 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

 

②変域の意味、不等号を使った表し方、数直線上への表し方を説明 

する。また、変域に制限がある場合には、式のそばに変域もつけ 

加えて書くことも説明する。 

●ワークシートの２を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

 

【振り返り】関数の関係は式に表すことができる場合もある。 

      変数の範囲を変域といい、不等号を使って表したり、 

      数直線上に表したりする。 

 

＊次時は比例について学習することを予告する。 

 

・何は何の関数なのか、正しくいえ 

るか確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・以上、以下、未満等を復習する。 

・その数をふくむときは●、ふくま 

ないときは○で表す。 

・２年生、３年生でも使うことを 

伝える。 

 

評価のめやす 

関数の関係を式で表したり、変

域を不等号で表したり、数直線

上に表したりする方法を理解し

ている。    【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・変数の範囲を確認し、その範囲を不等号や数直線上に表す。その数をふくむかふくまないかも表現する。 

数学的活動のポイント 

・ 

用意するもの 

・黒板用定規 

 

①知識・技能 ◎変化や対応の様子を調べたり、変域を表したりすることができる。 

②思考・判断・表現力 比例、反比例として捉えられる２つの数量について、表、式、グラフを用い

て調べ、それらの変化や対応の特徴を見いだすことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 比例、反比例のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、比例、

反比例を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



３９   

題 材 名 「関数 関数【２】」 （第２時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 変域
へんいき

 

領 域 等 Ｃ 関数 

 
板 書 例  

 
  月   日   ３９ 関数  （２／１２） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

次時の予告 

「比例」を学習します。 

①知識・技能 ◎変化や対応の様子を調べたり、変域を表したりすることができる。 

②思考・判断・表現力 比例、反比例として捉えられる２つの数量について、表、式、グラフを用い

て調べ、それらの変化や対応の特徴を見いだすことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 比例、反比例のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、比例、

反比例を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

P.116例２ 

 

変域→ 

 

●ワークシート１ 

 

 

P.116例３ 変域の表し方 

 

 

 

 

●ワークシート２ 

②不等号の意味や 

読み方を復習する。 

②その数をふくむ

かふくまないかを

区別して表す。 

②テストでは色ペン

は使えないので、

太くはっきりかく 



４０   

題 材 名 「比例 比例の式」 （第３時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 定数
ていすう

、比例
ひ れ い

、比例
ひ れ い

定数
ていすう

 

領 域 等 Ｃ 関数 

学習の流れ  

 学習活動 留意点・支援 

00 

導

入 

05 

展

開 

 

10 

 

 

17 

 

22 

 

27 

 

 

32 

37 

 

45 

 

終

末 

50 

＊小学校の頃に学習した比例について思い出させる。 

 

【めあて】 比例の関係を、表や式で表すことができる。 

 

①P.118 の線香を燃やす実験の表から、ｘとｙの関係がｙ＝３ｘ 

  と表せることを確認し、「定数」、「比例定義」、「比例定数」に 

ついて説明する。 

●ワークシートを配布し、ワークシートの１を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

 

②線香を燃やす実験の表から、値の変化の特徴を確認する。 

 

③P.119 例１を使って、ｘが負の値をとるときにも、３で確認した 

ことが成り立つことを説明する。 

●ワークシートの２と３を解かせる 

◎ワークシート３で、比例の関係を表している理由を説明する。 

・解説しながら答え合わせをする。 

④P.120 例題１を使って、比例の式の求め方を説明する。 

●ワークシートの４を解かせる。 

 ・解説しながら答え合わせをする。 

【振り返り】比例の式はｙ=aｘと表し、aを比例定数という。 

      変化の特徴は、ｘが負の値のときも小学校の頃と 

同じである。 

＊P.121 練習問題１は宿題にする。 

次時は、点の表し方（座標）について学習することを予告する。 

・値の変化やグラフなどを覚えてい 

るか確認する。 

 

 

・関数の種類によって式の形が異な 

るので、y＝aｘが比例の式である 

ことをきちんと覚えさせる。 

 

 

 

・小学校の頃に学習した特徴と同じ 

であることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

・「比例の式」と「比例式」を勘違 

いしないよう注意する。 

評価のめやす 

比例の式や変化の特徴を理解 

している。 

【技能・理解】 
 

指導のポイント 

・比例の式は、ｙ＝ａｘと表せる。ｘが負の値になっても、小学校で学習した内容と変化の特徴と変わらない。 

数学的活動のポイント 

・比例の関係であるものの理由を説明する。 

①知識・技能 ◎比例の関係について、表や式で表すことができる。 

②思考・判断・表現力 比例、反比例として捉えられる２つの数量について、表、式、グラフを用い

て調べ、それらの変化や対応の特徴を見いだすことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 比例、反比例のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、比例、

反比例を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 



４０   

題 材 名 「比例 比例の式」 （第３時／全１２時間） 

目   標 （◎は重点項目） 

用語・記号 定数
ていすう

、比例
ひ れ い

、比例
ひ れ い

定数
ていすう

 

領 域 等 Ｃ 関数 
 
 
 
板 書 例  

 
  月   日  ４０ 比例の式  （３／１２） 

 
 
 
 

次時の予告 

「点の表し方（座標）」を学習します。 

 

①知識・技能 ◎比例の関係について、表や式で表すことができる。 

②思考・判断・表現力 比例、反比例として捉えられる２つの数量について、表、式、グラフを用い

て調べ、それらの変化や対応の特徴を見いだすことができる。 

③主体的に取り組む姿勢 比例、反比例のよさに気づいて粘り強く考え、学んだことを生活や学習にいかそうとしたり、比例、

反比例を活用した問題解決の過程をふり返って検討しようとしたりすることができる。 

④比例式と混同しない

ように注意する。 

 

 

ｙ＝ａｘ → ｙはｘに比例する。 

 

●ワークシート１ 

 

 

 

 

①比例の種類によって式が

異なることを予告する。 

③負の数が入っても、小学校

の頃と特徴は同じである。 

P.119例１ 

 

 

●ワークシート２，３ 

 

 

 

◎なぜ比例の関係なのか？ 

 

P.120例題１  

比例の式を求める 

 

●ワークシート４ 

③自分の言葉で、 

理由を説明させる。 
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